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◆「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
」ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

が
成
功
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。私
は
、

大
会
期
間
中
、広
報・記
録
用
の
写
真
撮
影

の
た
め
、ア
ス
ト
ホ
ー
ル
で
３
日
間
に
わ
た

り
競
技
を
観
戦
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
テ
レ

ビ
な
ど
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
競
技

で
し
た
が
、独
特
な
雰
囲
気
の
中
で
、鍛
え

上
げ
ら
れ
た
体（
特
に
胸
や
腕
の
筋
肉
は
す

ご
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。）で
自
分
の
体

重
よ
り
も
重
い
重
量
を
あ
げ
る
迫
力
や
、上

位
を
ね
ら
う
た
め
の
重
量
増
加
の
駆
け
引

き
な
ど
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
の

お
も
し
ろ
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。◆
国
東
市

に
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
縁
の
な
か
っ
た
競

技
で
し
た
が
、プ
レ
国
体
と
い
う
初
め
て
全

国
大
会
で
、高
校
生
を
は
じ
め
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
支
え
ら
れ
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国

体
」本
番
ま
で
あ
と
10
ヵ
月
余
り
。国
体
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
支
援・ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
田
川
）

今月の表紙は、11月11日に開催された「とみく
じマラソン大会」2kmの部折り返し地点のよう
す。家族で楽しめる2kmファミリーの部には、
のんびりとマラソンを楽しむ家族連れの皆さん
も大勢参加、晩秋のとみくじを満喫しました。

いにしえの宝を
未来につなぐ

仏の里くにさき
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国
見
町
の
千
燈
寺
は
六
郷
満
山
の
中
山
本
寺
の
一
つ
で
す
。
指

定
地
は
旧
境
内
地
内
で
不
動
山
の
中
腹
に
伽
藍
が
階
段
状
に

残
っ
て
い
ま
す
。
千
燈
寺
は
仁
聞
菩
薩
の
入
定
の
地
と
い
わ
れ
、

仁
聞
菩
薩
の
伝
承
が
他
の
寺
院
よ
り
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
参

道
よ
り
入
る
と
見
事
な
石
垣
を
積
み
上
げ
た
坊
跡
が
あ
り
、
本

堂
跡
に
は
レ
リ
ー
フ
の
仁
王
像
が
立
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
奥
に

は
、
講
堂
の
跡
や
奥
の
院
、
五
輪
塔
群
が
あ
り
ま
す
。
奥
の
院
の

西
に
は
、
仁
聞
の
墓
と
い
わ
れ
る
国
東
塔
を
は
じ
め
１
０
０
０
基

以
上
を
数
え
る
五
輪
塔
群
が
あ
り
ま
す
。

　

現
千
燈
寺
は
国
見
町
千
灯
の
伊
美
川
上
流
の
段
丘
上
に
あ
り

ま
す
。
明
治
の
頃
、
千
燈
寺
跡
の
西
之
坊
が
移
転
し
、
旧
下
払
坊

と
合
併
し
て
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
見
町 「
千
燈
寺
跡
」
県
指
定
史
跡

今年もまた家族そろって
とみくじマラソン楽しんでまぁーす!!

「第18回仏の里くにさき・とみくじマラソン大会」
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国東市は第63回国民体育大会
ウエイトリフティング競技会の開催地です

　

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
」
の
開

催
ま
で
１
年
を
切
っ
て
、
11
月
15
日
㈭
か

ら
18
日
㈰
に
か
け
て
、
ア
ス
ト
く
に
さ
き

で
、
国
体
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
な
る
「
内
閣
総
理

大
臣
杯
第
44
回
全
日
本
社
会
人
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
と
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
記
念
杯
女
子
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
社
会
人
選
手
権
（
８
階
級
）

に
１
２
６
名
、
女
子
競
技
会
（
７
階
級
）

に
79
名
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
ス

ナ
ッ
チ
と
Ｃ
＆
ジ
ャ
ー
ク
の
ト
ー
タ
ル
の

重
量
で
、
社
会
人
・
女
子
（
一
般
の
部
・

高
校
の
部
）
そ
れ
ぞ
れ
の
ナ
ン
バ
ー
１
の

座
を
競
い
ま
し
た
。
社
会
人
選
手
権
で

は
、
チ
ー
ム
ご
と
の
参
加
選
手
の
合
計
得

点
で
競
う
団
体
の
部
も
行
わ
れ
、
競
技
会

場
は
選
手
・
関
係
者
や
応
援
の
皆
さ
ん
の

熱
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し

た
。

　

大
分
県
選

手
は
、「
ぶ

ん
ご
・
め
じ

ろ
ん
」
チ
ー

ム
を
組
ん

で
、
１
０
５
㎏
級
の
武
田
雄
大
選
手
（
国

東
農
工
高
校
教
員
）
と
69
㎏
級
の
岩
男
太

選
手
（
陸
上
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地
）
が
出

場
し
、
武
田
選
手
が
３
位
（
ス
ナ
ッ
チ
、Ｃ

＆
ジ
ャ
ー
ク
共
に
３
位
）、
岩
男
選
手
が
９

位（
ス
ナ
ッ
チ
６
位
、Ｃ
＆
ジ
ャ
ー
ク
10
位
）

の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

社
会
人
選
手
権
の
団
体
の
部
は
、
自
衛

隊
体
育
学
校
Ａ（
埼
玉
）
が
内
閣
総
理
大
臣

杯
を
獲
得
、
文
部
科
学
大
臣
賞
（
最
優
秀

選
手
）
に
は
鈴
木
和
美
選
手
（
自
衛
隊
体

育
学
校
Ａ
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
全
国
各
地
か
ら
大
勢
の
選

手
・
役
員
な
ど
大
会
関
係
者
が
国
東
市
を

訪
れ
、
国
東
市
の
文
化
や
自
然
に
触
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
や

関
係
者
の
力
が
結
集
し
た
３
日
間
に
わ
た

る
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
に
向

け
て
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
盛
会
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

各階級の成績（CRは大会新記録です）

▲岩男太選手の
　スナッチの試技

▲11月16日㈮には、熊毛小学校・国東小学校・城崎中学校の児童・生徒の
　皆さんが会場に観戦に訪れ、選手に声援を送りました。
　（写真は熊毛小学校児童の皆さん）

▲最優秀選手（文部科学大臣賞）に輝いた自衛隊体育学校Ａチームの
　鈴木和美選手のＣ＆ジャークの試技（11・17アストホール）

◀女子53㎏級（高校の部）で
　優勝した須磨友が丘高校の
　中井美保選手のスナッチの
　試技（11・16アグリホール）

▲武田雄大選手のＣ＆ジャークの試技

▲社会人105㎏級の表彰式のようす

▲「あなたなら、大好きなスポーツと同じくらい地球のことを大切にできるはず」
　の横断幕を掲げる自衛隊体育学校の皆さん

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

お
お
い
た
国
体
」ま
で
300
日
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
中

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催

▲開会式で歓迎のことばを述べる野田市長

　

午
後
４
時
か
ら
の
監
督
・
審
判
会
議
に

続
き
、
午
後
６
時
か
ら
、
選
手
・
監
督
・

大
会
役
員
な
ど
約
１
５
０
名
が
出
席
し

て
、
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
地
を
代
表
し
て
野
田
侃
生
市
長
が

「
来
年
の
本
大
会
に
向
け
、
友
情
と
親
交

を
深
め
、
思
い
出
に
残
る
大
会
と
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
た

後
、
武
田
雄
大
選
手
が
、「
応
援
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
来
年
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
に
向
け
て

の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
よ
う
に
、
正
々
堂
々

競
技
し
ま
す
。」
と
選
手
宣
誓
し
て
、
16
日

か
ら
の
競
技
会
で
の
健
闘
を
誓
い
ま
し

た
。 11

月
15
日
㈭

【
審
判
・
監
督
会
議
、
開
会
式
】

■男子56㎏級
１位　菊妻　康司（兵庫）菊妻商会　　　　CR240㎏
■男子62㎏級
１位　山田　政晴（群馬）あかぎクラブ　　260㎏
■男子69㎏級
１位　今村　俊雄（山梨）かいじクラブ　　288㎏
９位　岩男　　太（大分）ぶんご・めじろん　229㎏
■男子77㎏級
１位　朝田　智弘（東京）警視庁　　　　　290㎏
■男子85㎏級
１位　鈴木　和美（埼玉）自衛隊体育学校Ａ　CR339㎏
■男子94㎏級
１位　吉岡　祐司（埼玉）自衛隊体育学校Ａ　330㎏
■男子105㎏級
１位　佐藤　彰紘（埼玉）自衛隊体育学校Ａ　341㎏
３位　武田　雄大（大分）ぶんご・めじろん　323㎏
■男子+105㎏級
１位　天野　　満（山梨）かいじクラブ　　331㎏
■男子社会人団体成績
１位　自衛隊体育学校Ａ（埼玉） 120点
２位　かいじクラブ　　（山梨） 106点
３位　警視庁　　　　　（東京） 104点
■男子部門別成績（優勝チーム）
地域スポーツクラブチーム　かいじクラブ　　（山梨）106点
官公庁等チーム　　自衛隊体育学校Ａ（埼玉）120点
企業チーム　　　　トヨタ自動車㈱Ａ（愛知） 64点

■女子48㎏級
（一般）１位　久保田佳乃（沖縄）糸満高校（教） 124㎏
（高校）１位　伊藤　奈央（三重）四日市中央工業高校 141㎏
■女子53㎏級
（一般）１位　松宮紅美恵（埼玉）自衛隊体育学校 170㎏
（高校）１位　中井　美保（兵庫）須磨友が丘高校 150㎏
■女子58㎏級
（一般）１位　山口　智子（熊本）明治大学　　　 175㎏
（高校）１位　山本　優子（福井）若狭東高校　　 143㎏
■女子63㎏級
（一般）１位　渡慶次雅子（埼玉）自衛隊体育学校 195㎏
（高校）１位　谷山祐里奈（沖縄）豊見城高校　　 161㎏
■女子69㎏級
（一般）１位　宮平奈美子（沖縄）九州国際大学　 191㎏
（高校）１位　嶋本　　愛（和歌山）和歌山東高校　 162㎏
■女子75㎏級
（高校）１位　仲村　理奈（沖縄）豊見城高校　　 181㎏
■女子+75㎏級
（一般）１位　比嘉真理子（沖縄）日本体育大学　 193㎏
（高校）１位　名嘉　美波（沖縄）那覇高校　　　 140㎏

男 子

女 子
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盛
会
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

各階級の成績（CRは大会新記録です）

▲岩男太選手の
　スナッチの試技

▲11月16日㈮には、熊毛小学校・国東小学校・城崎中学校の児童・生徒の
　皆さんが会場に観戦に訪れ、選手に声援を送りました。
　（写真は熊毛小学校児童の皆さん）

▲最優秀選手（文部科学大臣賞）に輝いた自衛隊体育学校Ａチームの
　鈴木和美選手のＣ＆ジャークの試技（11・17アストホール）

◀女子53㎏級（高校の部）で
　優勝した須磨友が丘高校の
　中井美保選手のスナッチの
　試技（11・16アグリホール）

▲武田雄大選手のＣ＆ジャークの試技

▲社会人105㎏級の表彰式のようす

▲「あなたなら、大好きなスポーツと同じくらい地球のことを大切にできるはず」
　の横断幕を掲げる自衛隊体育学校の皆さん

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

お
お
い
た
国
体
」ま
で
300
日
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
中

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催

▲開会式で歓迎のことばを述べる野田市長

　

午
後
４
時
か
ら
の
監
督
・
審
判
会
議
に

続
き
、
午
後
６
時
か
ら
、
選
手
・
監
督
・

大
会
役
員
な
ど
約
１
５
０
名
が
出
席
し

て
、
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
地
を
代
表
し
て
野
田
侃
生
市
長
が

「
来
年
の
本
大
会
に
向
け
、
友
情
と
親
交

を
深
め
、
思
い
出
に
残
る
大
会
と
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
た

後
、
武
田
雄
大
選
手
が
、「
応
援
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
来
年
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
に
向
け
て

の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
よ
う
に
、
正
々
堂
々

競
技
し
ま
す
。」
と
選
手
宣
誓
し
て
、
16
日

か
ら
の
競
技
会
で
の
健
闘
を
誓
い
ま
し

た
。 11

月
15
日
㈭

【
審
判
・
監
督
会
議
、
開
会
式
】

■男子56㎏級
１位　菊妻　康司（兵庫）菊妻商会　　　　CR240㎏
■男子62㎏級
１位　山田　政晴（群馬）あかぎクラブ　　260㎏
■男子69㎏級
１位　今村　俊雄（山梨）かいじクラブ　　288㎏
９位　岩男　　太（大分）ぶんご・めじろん　229㎏
■男子77㎏級
１位　朝田　智弘（東京）警視庁　　　　　290㎏
■男子85㎏級
１位　鈴木　和美（埼玉）自衛隊体育学校Ａ　CR339㎏
■男子94㎏級
１位　吉岡　祐司（埼玉）自衛隊体育学校Ａ　330㎏
■男子105㎏級
１位　佐藤　彰紘（埼玉）自衛隊体育学校Ａ　341㎏
３位　武田　雄大（大分）ぶんご・めじろん　323㎏
■男子+105㎏級
１位　天野　　満（山梨）かいじクラブ　　331㎏
■男子社会人団体成績
１位　自衛隊体育学校Ａ（埼玉） 120点
２位　かいじクラブ　　（山梨） 106点
３位　警視庁　　　　　（東京） 104点
■男子部門別成績（優勝チーム）
地域スポーツクラブチーム　かいじクラブ　　（山梨）106点
官公庁等チーム　　自衛隊体育学校Ａ（埼玉）120点
企業チーム　　　　トヨタ自動車㈱Ａ（愛知） 64点

■女子48㎏級
（一般）１位　久保田佳乃（沖縄）糸満高校（教） 124㎏
（高校）１位　伊藤　奈央（三重）四日市中央工業高校 141㎏
■女子53㎏級
（一般）１位　松宮紅美恵（埼玉）自衛隊体育学校 170㎏
（高校）１位　中井　美保（兵庫）須磨友が丘高校 150㎏
■女子58㎏級
（一般）１位　山口　智子（熊本）明治大学　　　 175㎏
（高校）１位　山本　優子（福井）若狭東高校　　 143㎏
■女子63㎏級
（一般）１位　渡慶次雅子（埼玉）自衛隊体育学校 195㎏
（高校）１位　谷山祐里奈（沖縄）豊見城高校　　 161㎏
■女子69㎏級
（一般）１位　宮平奈美子（沖縄）九州国際大学　 191㎏
（高校）１位　嶋本　　愛（和歌山）和歌山東高校　 162㎏
■女子75㎏級
（高校）１位　仲村　理奈（沖縄）豊見城高校　　 181㎏
■女子+75㎏級
（一般）１位　比嘉真理子（沖縄）日本体育大学　 193㎏
（高校）１位　名嘉　美波（沖縄）那覇高校　　　 140㎏

男 子

女 子
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　11月３日㈯文化の日、午前11時からアストくにさき
で、平成19年度国東市文化の日表彰式が行われまし
た。式では、永年にわたり同一の職や各種役員を務
め功績が顕著であった方や、市民の皆さんの模範と
なるような行いをした方など、３人・３団体の皆さん
に野田侃生市長から表彰状などが贈られました。
　野田市長が、「本日表彰を受けられた皆様に、尊敬
と感謝の念をささげますとともに、今後とも地域のた
め、本市発展のためにご尽力を賜りますようにお願
い申し上げます。」と、式辞を述べました。
　この後、来賓の猪俣俊雄市議会議長、木戸昌夫市
区長会副会長がお祝いのことばを述べ、最後に受賞
者を代表して都留俊一郎さんが「住みよい国東市に
なるよう、これからも引き続き努力いたします。」と
お礼のことばを述べました。

被表彰者の皆さん（順不同・敬称略） 
功労表彰
◎社会秩序の安定（交通安全）
大分県交通安全協会国東支部朝来分会（安岐町）
（平成19年３月30日で交通死亡事故ゼロ8,000日
達成）

◎文化の振興
吉弘楽保存会（武蔵町）
（国指定無形民俗文化財「吉弘楽」の保存継承）

◎各種同一の職に多年にわたり在職し、その功績が
顕著であった方 
【人権擁護委員】都留俊一郎（武蔵町手野）

栄誉章表彰
◎市民の栄誉となる行為をなした方
小野三耶子（国見町西方寺）
（第55回全国乾椎茸品評会香菇の部で農林水産
大臣賞を受賞されました。）
竹中　秀徳（安岐町矢川）
（第55回全国乾椎茸品評会茶花冬菇の部で林野
庁長官賞を受賞されました。）

国東市立安岐中学校新聞部（安岐町）
（第56回全国小・中学校・ＰＴＡ新聞コンクール
中学・学校新聞の部で内閣総理大臣賞を受賞さ
れました。）

平成19年度
国東市文化の日表彰式

　このほど行われた「第59回田能村竹田をしのぶ美
術祭」の絵画の部で、最優秀賞の文部科学大臣奨励
賞に安岐中学校３年の重岡美有（みう）さんの作品
が選ばれました。また、同校からは安部慶一
郎さん（２年）の作品も毎日新聞社賞を受賞
しました。
　美術担当で指導にあたった土谷裕士先生は
「色合いや構図等、作品全体に重岡さん自身
の表現が良く表されていると思いました。」
　重岡さんは、受賞を聞いて「とても驚きま
した。両親をはじめ家族が喜んでくれたのが
とてもうれしかったです。幼稚園のころから、
ずっと絵を描くことは大好きです。この作品
は部活の練習の後をイメージして描きまし
た。将来の夢は、絵本を描いてみたいです
が、今は目前に迫った高校入試に向けて頑
張っていきます。」と明るく話してくれました。

　この美術祭には、西日本各地の小・中学校、養護
学校から絵画の部には4,746点の応募があり、その中
で重岡さんの作品が最優秀賞の栄冠に輝きました。

重岡美有さん（安岐中）が文部科学大臣奨励賞を受賞
第59回田能村竹田をしのぶ美術祭

▲毎日新聞社賞を受賞した
　安部慶一郎さん

▲賞状を手に文部科学大臣奨励賞受賞を喜ぶ
　重岡美有さん（右）と指導にあたった土谷裕士先生

▲競技アナウンスや表彰式での賞状の授与などの補助員として、国東高校の生徒の皆さんにご協力をいただきました

▲アストくにさきの正面入口前に市内25の小中学校の児童・生徒が描いた
　各都道府県を応援する看板が並び、選手を勇気づけました

▲多くのボランティアの皆さんに受付・案内や会場環境美化などの活動により、
　競技会運営のお手伝いをしていただきました

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
全
国
か

ら
大
勢
の
選
手
・
監
督
・
大
会
関
係
者
の

皆
様
を
お
迎
え
し
、「
第
63
回
国
民
体
育
大

会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
」
が
成
功
裏
の
う
ち
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
本
大
会

の
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
市
実
行
委
員
会
で
は
、
平
成
17
年
７

月
の
第
63
回
国
民
体
育
大
会
の
大
分
県
開

催
の
正
式
決
定
を
受
け
、
平
成
18
年
７
月

に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
」
国

東
市
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
競
技
施
設

や
競
技
用
具
等
の
整
備
を
行
う
と
同
時

に
、
国
体
開
催
に
向
け
た
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
の
普
及
活
動
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
な
ど
の
市
民
運
動
の
高
揚
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
の

運
営
面
に
お
い
て
は
、
県
民
体
育
大
会
や

全
九
州
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
を
国
東
市
で
開
催
す
る
中
で
競
技
運

営
技
術
の
習
熟
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

何
分
に
も
初
め
て
の
全
国
大
会
と
い
う

こ
と
で
、
不
慣
れ
な
大
会
運
営
に
も
関
わ

ら
ず
、
精
一
杯
の
競
技
を
見
せ
て
い
た
だ

い
た
選
手
の
皆
様
、
大
会
運
営
に
お
い
て

ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
日
本
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
や
九
州
各
県

の
役
員
の
皆
様
、
連
日
に
わ
た
り
受
付
案

内
や
選
手
関
係
者
へ
の
湯
茶
等
の
接
待
、

会
場
環
境
美
化
等
の
活
動
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
市
民
協
力
員
の
皆
様
に
国

東
市
実
行
委
員
会
事
務
局
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
20
年
９
月
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
お
お
い
た
国
体
ま
で
10
ヵ
月
余
り
と

な
り
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
の
反

省
点
や
経
験
を
生
か
し
、
選
手
が
競
技
に

専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
大
会
運
営
技

術
の
一
層
の
習
熟
を
図
り
、
国
東
市
に
来

ら
れ
る
選
手
・
監
督
・
役
員
の
皆
様
を
心

か
ら
歓
迎
し
、
大
会
参
加
者
と
市
民
の
皆

様
が
共
に
交
流
に
よ
る
歓
び
と
感
動
を
共

有
で
き
る
思
い
出
に
残
る
大
会
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
大
会
の
開
催
に
向

け
て
市
民
の
皆
様
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

大
会
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

第
63
回
国
民
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
終
え
て

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

お
お
い
た
国
体
」
国
東
市
実
行
委
員
会
事
務
局
長
　

中
野
　

光
二
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（平成19年３月30日で交通死亡事故ゼロ8,000日
達成）
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◎各種同一の職に多年にわたり在職し、その功績が
顕著であった方 
【人権擁護委員】都留俊一郎（武蔵町手野）
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◎市民の栄誉となる行為をなした方
小野三耶子（国見町西方寺）
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（第56回全国小・中学校・ＰＴＡ新聞コンクール
中学・学校新聞の部で内閣総理大臣賞を受賞さ
れました。）

平成19年度
国東市文化の日表彰式

　このほど行われた「第59回田能村竹田をしのぶ美
術祭」の絵画の部で、最優秀賞の文部科学大臣奨励
賞に安岐中学校３年の重岡美有（みう）さんの作品
が選ばれました。また、同校からは安部慶一
郎さん（２年）の作品も毎日新聞社賞を受賞
しました。
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とてもうれしかったです。幼稚園のころから、
ずっと絵を描くことは大好きです。この作品
は部活の練習の後をイメージして描きまし
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重岡美有さん（安岐中）が文部科学大臣奨励賞を受賞
第59回田能村竹田をしのぶ美術祭

▲毎日新聞社賞を受賞した
　安部慶一郎さん

▲賞状を手に文部科学大臣奨励賞受賞を喜ぶ
　重岡美有さん（右）と指導にあたった土谷裕士先生
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▲アストくにさきの正面入口前に市内25の小中学校の児童・生徒が描いた
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さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
全
国
か

ら
大
勢
の
選
手
・
監
督
・
大
会
関
係
者
の

皆
様
を
お
迎
え
し
、「
第
63
回
国
民
体
育
大

会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
」
が
成
功
裏
の
う
ち
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
本
大
会

の
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
市
実
行
委
員
会
で
は
、
平
成
17
年
７

月
の
第
63
回
国
民
体
育
大
会
の
大
分
県
開

催
の
正
式
決
定
を
受
け
、
平
成
18
年
７
月

に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
」
国

東
市
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
競
技
施
設

や
競
技
用
具
等
の
整
備
を
行
う
と
同
時

に
、
国
体
開
催
に
向
け
た
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
の
普
及
活
動
、
花
い
っ
ぱ

い
運
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ど
の
市
民
運
動
の
高
揚
に
取
り
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ま
い
り
ま
し
た
。
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た
、
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会
の
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営
面
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お
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県
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育
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全
九
州
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
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国
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市
で
開
催
す
る
中
で
競
技
運

営
技
術
の
習
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に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
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光
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◆第33回大分県麦作共励会
　第33回大分県麦作共励会（11月７日㈬大分市・大分県教育会館）の集団の部で農事組合法人中園営農組合（宇
都宮善次組合長・安岐町）、農家の部で河野洋一さん（安岐町向陽台）が大分県農業協同組合中央会長賞、大
分県知事賞（いずれも最優秀賞）を受賞しました。
　中園営農組合は構成員16名で、味噌用裸麦「トヨノカゼ」、醤油用小麦の「ニシノカオリ」を約15ha栽培。「ト
ヨノカゼ」では、麦の生産性と品質の向上を図るため、生育に応
じた栽培管理を励行することで、７ha以上のまとまった栽培で、
単収600㎏／10ａを超える収量を達成したことが評価されました。
　また、河野さんはイチゴとの複合経営の中で、適期に排水対
策、中間管理など基本的技術を励行。裸麦「トヨノカゼ」に本格
的に取り組み、単収500㎏／ 10ａ、製粉用小麦「農林61号」では
単収630㎏／ 10ａを達成したことが評価されての受賞となりまし
た。
　なお、農家の部で吉永義行さん（国東町浜）が奨励賞を受賞し
ました。

中園営農組合・河野洋一さん（安岐町）が最優秀賞受賞

▲全国納税貯蓄組合連合会優秀賞を受賞した
　「税について」を朗読する田森有理さん

▶
11
月
15
日
㈭
、
野
田
市
長
に
受
賞
の

　

報
告
に
訪
れ
た
（
左
か
ら
）
河
野
洋

　

一
さ
ん
、
宇
都
宮
善
次
組
合
長

　11月23日㈮、沖縄県宜野湾市の宜野湾市民会館行われた第15回高校生ロボット相撲全国大会で、自立型部門
に出場した国東農工高校の「黒津埼Ⅰ」（操作員・吉部徹君、補助員・宇都宮健君（共に３年）が初優勝しました。
　この大会には、同校の「黒津崎Ⅰ」と「黒津崎Ⅱ」（操作員・竹川和昂君、補助員・永松駿也君（共に２年））
の２台をはじめ、自立型・ラジコン型部門にそれぞれ全国９ブロックの予選を勝ち抜いた32チームが出場。「黒
津崎Ⅰ」は全国の強豪をつぎつぎと撃破し、決勝戦ではストレートで２本先取して初優勝を飾り、県勢として

は初の横綱となりました。「黒津崎Ⅱ」は１回戦敗
退でした。
　また、24日㈰に行われた第15回全国高等学校ロ
ボット競技大会で同校の「くにさき」（川部康志君（３
年）、竹田津祐介君（２年）、佐藤圭君（１年））が
５位の敢闘賞に輝きました。「唯我独尊」（信原航君
（２年）芳賀大君（２年）川部正太君（１年））は
３回戦敗退でした。
　28日㈮に市役所に報告に訪れた川部康志君は、
「国東農工高校として出場した最後の大会で、有終
の美を飾ることができてうれしかった。」と喜びを
語りました。

　11月16日㈮、別府市のホテル「豊泉荘」で、平成
19年度別府税務署・別府地区納税貯蓄組合連合会主
催の納税表彰式が行われました。
　国東市からは、国東町の萱島進さん（社団法人別
府法人会副会長・大分県酒造組合国東地区連合代
表）と、武蔵町の宮迫ツヤ子さん（社団法人別府法
人会女性部幹事）が別府税務署長表彰を受賞しまし
た。
　また、平成19年度全国税の作文の優秀作品の表彰
も行われ、市内からは、11名が表彰さ
れました。このうち、富来中学校３年
の田森有理さんの作品「税について」
は、見事全国納税貯蓄組合連合会優秀
賞に輝きました。
　その他の受賞者は次のとおり。（順
不同／敬称略）
▶大分県知事賞・小崎きらら（富来中
２年）▶別府税務署長賞・長野夏海、
日野満之（いずれも安岐中１年）▶別

府・杵築・速見・東国東地区租税教育推進協議会会
長賞・藤垣美紀（国見中３年）▶社団法人別府法人
会会長賞・池田圭介（安岐中２年）▶南九州税理士
会別府支部支部長賞・工藤果奈美（安岐中１年）▶
大分県酒造組合国東地区代表賞・黒木美穂（富来中
３年）▶国東小売酒販組合理事長賞・丹田彩香（城
崎中１年）▶別府間税会会長賞・財前泉希（安岐中
３年）▶別府支部宅建業税務協議会会長賞・相部桃
子（武蔵中２年）

　税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。平成18年
末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額がある場
合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。
＊平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要となります。
＊平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年３月17日までに、市役所税務課
又は税務署へ「市民税県民税住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

　近年多発している地震災害を受け、「地震災害に対する国民の自助努力による個人資産の保全を促進し、
地域災害時における将来的な国民負担の軽減を図る」目的で、損害保険料控除が改組され、地震保険料控
除が創設されました。

「中学生税の作文」全国納税貯蓄組合連合会優秀賞を受賞

○住宅ローン減税（住宅借入金等特別控除額）の調整
所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかった方は、控除しきれなかった分は住民税（所得割）から控除されます。

平成20年度市民税・県民税の税制改正

○地震保険料控除が創設されました（市民税・県民税）

富来中学校　田森有理さん

▲別府税務署長表彰を受賞した萱島進さんと
　宮迫ツヤ子さん

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方
所得税の確定申告をされない方
所得税の確定申告をされる方

地震保険料控除　対象：住宅や家財などの生活資産の地震保険料

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法
源泉徴収票を添付して市役所税務課へ提出
所得税の確定申告とともに税務署へ提出

＊短期損害保険料控除は廃止になります。

控除内容
地震保険料契約に関する保険料の１/２
［経過措置］平成18年12月31日までに締結した長期損害保険契約に
　　　　　　ついては、従前の損害保険料控除が適用されます

地震保険料と長期損害保険がある場合、地震保険料控除額と長期損
害保険料控除額の合計

所得税控除限度額
５万円

１万５千円

５万円

住民税控除限度額
２万５千円

１万円

２万５千円

木村利夫さん（国東町）が建築板金の部で第１位

第15回高校生ロボット相撲全国大会

第37回大分県技能コンクール
　技能の向上や技術の継承を図る第37回大分県技能コンクール（11
月４日㈰・大分市　大分地域職業訓練センター）で入賞した国東市
地域技能士会（安松孝晃会長）の皆さんが、11月19日㈪に市役所を
訪れ、野田侃生市長に受賞を報告しました。
　同コンクールには、19部門に県内から約170名が参加。国東市か
らは、建築大工、建築板金の部に３名が参加し、建築板金の部で木
村利夫さん（国東町田深）が見事第１位に輝きました。
　また、団体の部でも４位に入賞しました。

▲左から山田勇副会長、安松孝晃会長、野田市長、
　木村利夫さん、溝部元生副会長

吉部徹君、宇都宮健君（国東農工高校）が初優勝

▲市役所に報告に訪れた国東農工高校の皆さん（前列左から）川部康志君、吉部
徹君、宇都宮健君、永松駿也君、（後列左から）信原航君、竹田津祐介君、野
田市長、竹川和昂君、芳賀大君
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田市長、竹川和昂君、芳賀大君
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公売の方法は、一般競争入札とします。（せり売りではありませんので、ご注意ください。）
入札参加の申込み期間は12月６日㈭～25日㈫（土・日・祝日を除く）の午前９時から午後５時までです。
なお、詳細は国東市ホームページを参照されるか、国東市役所財政課管財係までお問い合せください。

問い合わせ　財政課管財係　☎０９７８72５１６５　内線２１９～２２１

市有地を売却します 借りすぎ・多重債務に注意しましょう
～ 多重債務に陥らないために ～

全国一斉多重債務者相談ウイーク
１２月１０日㈪～１６日㈰

物件1
売却物件

面  積

所在地

213.00㎡ 地  目 雑種地

国東市国東町富来浦字前山2578番2 物件2
面  積

所在地

485.65㎡ 地  目 宅　地

国東市国東町鶴川字谷畑1167番1

物件3
面  積

所在地

555.17㎡ 地  目 宅　地

国東市国東町鶴川字新宮1158番1 物件4
面  積

所在地

187.37㎡ 地  目 宅　地

国東市武蔵町糸原字川面218番1

物件５
面  積 117.00㎡ 地  目 原　野

国東市安岐町下原字熊尾口508番40 物件６
面  積

所在地 所在地

574.69㎡ 地  目 宅　地

国東市安岐町富清字古久井3788番1

　現在、我が国においては、消費者金融の利用者が
少なくとも国民の約8.5人に1人（1,400万人）といわ
れ、そのうち多重債務状態に陥っている者は200万
人超に上ると言われています。
　県内でも、昨年度、県消費生活・男女共同参画プ
ラザに寄せられた消費生活相談のうち、グレーゾー
ン金利や多重債務など消費者金融に関する相談が前
年度の800件から1,396件に急増しています。
　
  なぜ多重債務に陥るのか
　多重債務とは、消費者金融（ローン）やクレジッ
トの安易な利用により、その返済のための借金が雪
だるま式に増え、自分で返せる能力を超えて返済で
きなくなった状態をいいます。
　「最初は、生活費の不足を補うため、数万円借り
入れたが、少しずつ借金が増えて返せなくなってし
まった」「買い物等でキャッシングを利用していた
が、手軽に繰り返し借り入れているうちに金額が膨

れ上がってしまった」等のケースが増えています。
　多重債務等に陥らないためには、①本当に借り入
れが必要なのか②無理なく確実な返済が可能なのか
③金利や手数料など契約内容を理解できているか
等、注意が必要です。

  多重債務の解決方法
　多重債務で支払い困難になった時の対策として、
「任意整理」「特定調停」「個人再生手続」「自己破産」
の４つの方法があります。

　多重債務は誰でも陥る可能性があります。また「人
に迷惑を掛けたくない」「自分でなんとかしないと」
と思うあまり、借金の悪循環になるケースもありま
す。
　１人で悩みを抱えず、早めに身近な人（家族、友
人）や、弁護士会、 司法書士会、 国民生活センター
等に相談しましょう。

全国の都道府県で多重債務者を対象に、専門家による無料相談会を開催します。
債務整理や生活再建に向けて、まずはこの機会に相談窓口へ。
日　時　12月12日㈬　午後１時～４時
場　所　日出町保健福祉センター
相談員　弁護士・司法書士
※事前に申込が必要です。ただし、やむを得ない事情のある場合は、当日も受け付けます。
申込・問い合わせ　商工観光課　☎0978725168

　11月１日㈭に大恩小学校の６年生松井勝一朗くん、長木志織さん、
石川麻衣さんの３人が藤原ひとみ校長、河村郁美教諭と一緒に市役所
を訪れ、大切に育てた鉢植えの菊を届けてくれました。
　同校では、地域の皆さんの指導で全校児童が菊作りに取り組んでお
り、毎年、市役所に菊を届けてくれています。
　代表して松井くんが「地域の方に教えてもらって育てた菊です。市
役所に飾ってください。」とあいさつ。高木正史副市長が「ありがと
うございます。市役所の入口に飾って、市民の皆さんに楽しんでいた
だきたいと思います。」とお礼を述べました。なお、市養護老人ホー
ム松寿園にも届けてくれました。

▲今年もきれいな鉢植えの菊を届けてくれた
　大恩小学校６年生の皆さん

大恩小から菊のプレゼント
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民生委員児童委員が新しく委嘱されました

10

　12月１日付で国東市担当民生委員児童委員として110名・主任児童委員として９名が、厚生労働大臣並びに
大分県知事から委嘱されました。
　任期は平成22年11月30日までの３年間です。

日本赤十字社の活動について

支えあい みんなで広げる
地域の輪
第１回 国東市福祉のつどい開催

ソニーセミコンダクタ
九州株式会社が車イスを寄贈

国見地区
番号 氏　　名 担当地区 番号 氏　　名 担当地区 番号 氏　　名 担当地区

番号 氏　　名 担当地区

番号 氏　　名 担当地区

番号 氏　　名 担当地区
国東地区

国東地区

武蔵地区

武蔵地区

安岐地区

　地域福祉を進める関係者が一堂に会し、誰
もが安心して心豊かに暮らせる地域社会の実
現をめざして「第１回国東市福祉のつどい」
が、11月22日㈭午前９時30分から武蔵セント
ラルホールで、市内の福祉関係者約400名が参
加して開催されました。
　はじめに、参加者全員で社会福祉関係物故
者に黙とうを捧げた後、主催者の国東市社会
福祉協議会会長の野田侃生市長があいさつ。
続いて、長年にわたり社会福祉の様々な分野
で貢献のあった20団体と47個人に表彰状と感
謝状が贈られました。
　国東市社会福祉協議会では、本年度から３
年計画で誰もが安心、安全にくらしていける
よう小地域単位で助け合い、支えあいができ
る活動体制とシステムづくりをめざして「支
えあうまちづくり事業」を推進しており、大
分県社会福祉協議
会の広瀬通隆事務
局次長による「支
えあうまちづくり
事業」の説明とビ
デオ上映も行われ
ました。

　ソニーセミコンダクタ九州株式会社から、車イスが市
に寄贈されました。
　11月13日㈫に市役所で行われた贈呈式では、同社大分
テクノロジーセンター大分生産部門の千田広稔副部門
長、同センターの「燦」活動リーダーの西村典子さん、サ
ブリーダーの信原智さんから、高木正史副市長に車イス
が手渡されました。
　同社では、大分、長崎、熊本、鹿児島の各テクノロ
ジーセンターで空き缶のリングプルを収集し、リサイク
ル業者へ売却。その売上金で車椅子を購入し、九州各地の
養護学校や老人福祉センターなどに寄贈するボランティ
ア活動を2001年から始めています。車椅子１台の購入に必
要なリングプルは600㎏で、今回で８台目の寄贈となりま
す。
　千田副部門長が「この車イスには、九州各地の皆さんの
善意の気持ちがこもっ
ています。役立ててく
ださい。」とあいさつ。
高木副市長が「貴重な
車イスをありがとうご
ざいます。市の特別養
護老人ホーム姫見苑で
大切に使わせていただ
きます。」とお礼を述
べました。

　日本赤十字社大分県支部国東市地区（事務所　国
東市福祉事務所）では毎年５月に日本赤十字社運動
月間で皆さまから社資として協力いただいています
が、皆さまから寄せられた活動資金は災害救護活
動、赤十字ボランティア、青少年赤十字（JRC）の育
成、各種講習の普及、国際活動に使われています。
《有功章等のご協力について》
　例年、赤十字には退職時における寄付金をはじめ
各方面から寄付金をお寄せいただいております。こ
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高森　孝行
井上　正雄
高築　　隆
矢野　重隆
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麻田下・麻田上・狭間
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うした高額寄付
金などを納めて
いただいた方に
は日本赤十字社
名誉副総裁宮妃
殿下から九州赤
十字大会で下記
のとおり顕彰さ
れます。
※税制上の優遇措置が受けられます。
【有功章（彰）等の募集】
募集区分
　①銀色有功章　20万円以上50万円未満
　②金色有功章　50万円以上
　③感謝状　金色有功章受章後、更に50万円以上
※上記受章（彰）者には、九州八県赤十字大会の
ご案内をいたします。

問い合わせ　国東市福祉事務所福祉対策課総務係
　　　　　　☎0978725164　内線141・142

さん
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民生委員児童委員が新しく委嘱されました
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　12月１日付で国東市担当民生委員児童委員として110名・主任児童委員として９名が、厚生労働大臣並びに
大分県知事から委嘱されました。
　任期は平成22年11月30日までの３年間です。

日本赤十字社の活動について

支えあい みんなで広げる
地域の輪
第１回 国東市福祉のつどい開催

ソニーセミコンダクタ
九州株式会社が車イスを寄贈

国見地区
番号 氏　　名 担当地区 番号 氏　　名 担当地区 番号 氏　　名 担当地区

番号 氏　　名 担当地区

番号 氏　　名 担当地区

番号 氏　　名 担当地区
国東地区

国東地区

武蔵地区

武蔵地区

安岐地区

　地域福祉を進める関係者が一堂に会し、誰
もが安心して心豊かに暮らせる地域社会の実
現をめざして「第１回国東市福祉のつどい」
が、11月22日㈭午前９時30分から武蔵セント
ラルホールで、市内の福祉関係者約400名が参
加して開催されました。
　はじめに、参加者全員で社会福祉関係物故
者に黙とうを捧げた後、主催者の国東市社会
福祉協議会会長の野田侃生市長があいさつ。
続いて、長年にわたり社会福祉の様々な分野
で貢献のあった20団体と47個人に表彰状と感
謝状が贈られました。
　国東市社会福祉協議会では、本年度から３
年計画で誰もが安心、安全にくらしていける
よう小地域単位で助け合い、支えあいができ
る活動体制とシステムづくりをめざして「支
えあうまちづくり事業」を推進しており、大
分県社会福祉協議
会の広瀬通隆事務
局次長による「支
えあうまちづくり
事業」の説明とビ
デオ上映も行われ
ました。

　ソニーセミコンダクタ九州株式会社から、車イスが市
に寄贈されました。
　11月13日㈫に市役所で行われた贈呈式では、同社大分
テクノロジーセンター大分生産部門の千田広稔副部門
長、同センターの「燦」活動リーダーの西村典子さん、サ
ブリーダーの信原智さんから、高木正史副市長に車イス
が手渡されました。
　同社では、大分、長崎、熊本、鹿児島の各テクノロ
ジーセンターで空き缶のリングプルを収集し、リサイク
ル業者へ売却。その売上金で車椅子を購入し、九州各地の
養護学校や老人福祉センターなどに寄贈するボランティ
ア活動を2001年から始めています。車椅子１台の購入に必
要なリングプルは600㎏で、今回で８台目の寄贈となりま
す。
　千田副部門長が「この車イスには、九州各地の皆さんの
善意の気持ちがこもっ
ています。役立ててく
ださい。」とあいさつ。
高木副市長が「貴重な
車イスをありがとうご
ざいます。市の特別養
護老人ホーム姫見苑で
大切に使わせていただ
きます。」とお礼を述
べました。

　日本赤十字社大分県支部国東市地区（事務所　国
東市福祉事務所）では毎年５月に日本赤十字社運動
月間で皆さまから社資として協力いただいています
が、皆さまから寄せられた活動資金は災害救護活
動、赤十字ボランティア、青少年赤十字（JRC）の育
成、各種講習の普及、国際活動に使われています。
《有功章等のご協力について》
　例年、赤十字には退職時における寄付金をはじめ
各方面から寄付金をお寄せいただいております。こ
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うした高額寄付
金などを納めて
いただいた方に
は日本赤十字社
名誉副総裁宮妃
殿下から九州赤
十字大会で下記
のとおり顕彰さ
れます。
※税制上の優遇措置が受けられます。
【有功章（彰）等の募集】
募集区分
　①銀色有功章　20万円以上50万円未満
　②金色有功章　50万円以上
　③感謝状　金色有功章受章後、更に50万円以上
※上記受章（彰）者には、九州八県赤十字大会の
ご案内をいたします。

問い合わせ　国東市福祉事務所福祉対策課総務係
　　　　　　☎0978725164　内線141・142

さん
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●平成20年４月から保育園に入園を希望される方の受
付を行います

受付の日時と場所
日時　平成20年１月21日㈪～ 25日㈮
　　　午前９時～午後５時
場所　国東市福祉事務所家庭福祉係
　　　各総合支所地域市民健康課福祉係
必要なもの
１　保育所入所申込書
　　国東市福祉事務所家庭福祉係・各総合支所地域市民
健康課福祉係でお渡ししますので、受付日までにお越
しください。在園児の方は「保育所現況届」を保育園
でお渡しします。
２　印鑑
３　平成19年分源泉徴収票（給与所得者のみ。会社など
からもらっていない方は､申込受付期間以降でも構い
ませんので、必ず提出してください。）
４　平成19年１月２日以降に国東市に転入された方（平
成19年度の市町村民税を国東市以外に納めている方）
については、平成19年１月１日に居住していた所在地
の市役所または町村役場で「平成19年度税額証明書」
を交付してもらってください。（ただし、申請及び料
金が必要ですので、その所在地の市町村税務担当課に
相談してください。）
５　原則として、昼間家庭保育ができない児童が対象に
なります。
　なお、上記受付期間以外でも、受付を行いますが、
平成20年度についても多数の入園希望者が予想されま
すので、在園児、新入園児とも必ず受付期間内に手続
きをしてください。（ただし、受付の先着順に保育を
実施するということではありません。）

●平成20年４月から大恩こども館への入館を希望され
る方の受付を行います

受付の日時と場所
日時　平成20年１月21日㈪～ 25日㈮
　　　午後９時から午後５時
場所　大恩こども館
必要書類
１　大恩こども館入館申請書（大恩こども館・国東市福
祉事務所福祉係でお渡しします。） 
２　印鑑　原則として、保育に欠けない３歳以上の児童
が対象となります。 

●国東市内の保育園・こども館は下記のとおりです。
◎伊美保育園　　国見町伊美2457-1 ☎0978820085
◎竹田津保育所　国見町竹田津3610-1 ☎0978840628
◎熊毛保育所　　国見町小熊毛62-2 ☎0978830459
◎来浦保育園　　国東町浜1353 ☎0978770930
◎富来保育園　　国東町富来浦1549 ☎0978740200
◎国東保育園　　国東町田深1665 ☎0978724370
◎国東町南部保育園　国東町小原119-1 ☎0978720609
◎オレンジ保育所　国東町原2129 ☎0978720496
◎武蔵町保育園　武蔵町糸原490 ☎0978681452
◎武渓保育所　　武蔵町麻田57-1 ☎0978690432
◎安岐中央保育園　安岐町中園404-5 ☎0978671968
◎安岐保育所　　安岐町下原1273-1 ☎0978670362
◎大恩こども館　国東町大恩寺405-1 ☎0978741213

問い合わせ
国東市福祉事務所家庭福祉係　　　　☎0978725164
国見総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978821112
武蔵総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978681112
安岐総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978671114

保育園の入園受付を行います泉福寺で国指定重要文化財「仏殿」の大修理が完了

子育てを考えるつどい ～後藤ひとみせんせいと土曜日はリトミック♪～

平成20年度 市立幼稚園の園児募集について
●入園対象児
　５歳児…Ｈ14年4月2日～Ｈ15年4月1日に生まれた幼児
　４歳児…Ｈ15年4月2日～Ｈ16年4月1日に生まれた幼児
　３歳児…Ｈ16年4月2日～Ｈ17年4月1日に生まれた幼児
●保育料　4,500円／月
●降園時間　午後２時
●入園申込書
　各市立幼稚園、学校教育課、
　各教育事務所で入園希望者に直接お渡しします。
●受付期間
　平成19年12月15日～平成20年１月15日
　午前９時～午後４時30分（ただし、土・日・祝日を除く）
●受付場所
　入園希望者は申込書に必要事項をご記入のうえ、希望
する幼稚園へ提出してください。

●市立幼稚園一覧
５歳児
国見中央幼稚園　国見町中850番地 ☎0978821205
４・５歳児
竹田津幼稚園　国見町竹田津3610番地１ ☎0978840628
熊毛幼稚園　　国見町小熊毛62番地２ ☎0978830459
富来幼稚園　　国東町富来浦677番地４ ☎0978741212
豊崎幼稚園　　国東町横手305番地２ ☎0978720341
旭日幼稚園　　国東町綱井2980番地 ☎0978720352

３・４・５歳児
西武蔵幼稚園　安岐町富清3209番地 ☎0978650004
朝来幼稚園　　安岐町朝来144番地 ☎0978660010
南安岐幼稚園　安岐町下山口593番地 ☎0978670135
西安岐幼稚園　安岐町瀬戸田868番地 ☎0978670175
安岐幼稚園　　安岐町下原2071番地 ☎0978670415
※西武蔵幼・朝来幼・南安岐幼・西安岐幼の４園は、
統合により、平成20年４月から安岐中央幼稚園（安
岐町中園）となります。安岐中央幼稚園に入園を
希望される方は、西武蔵幼、朝来幼、南安岐幼、
西安岐幼へ入園申込書を提出してください。

●問い合わせ
国東市教育委員会　学校教育課
　国東町鶴川160-2番地　☎0978730066
●私立幼稚園のご案内
ひともし幼稚園
　国東町鶴川1826番地　☎0978720585（Fax兼）
　■終日保育・夏期冬期保育
　■毎週水曜ママスクール（子育て支援・自由参観）
むさし幼稚園
　武蔵町糸原498番地　  ☎0978680194
　■Ｈ20年３月末、県内初の幼保一元施設となります。
　ホームページ　http://www.musashi-kodomoen.com
　Ｅメール     　 oita@musashi-kodomoen.com
※２園とも私立幼稚園就園奨励補助により保護者の
負担を軽減しています。保育内容その他詳細につ
きましては、直接各私立幼稚園にお尋ねください。

申込の方法が
変更しておりますので
ご確認をお願いします！

　平成16年度から始まった国東町泉福寺（無着成恭
住職）の文化財保存整備事業が完成し、11月12日㈪に
同寺で落慶法要式典と完成記念行事が行われました。
　今回の保存整備事業で修理をしたのは、国
指定重要文化財の仏殿、開山堂と県指定有形
文化財の山門と同指定史跡の昭堂で、中でも
仏殿は1694（元禄７）年以来、約300年ぶり
の全解体修理となり、屋根を鉄板ぶきから元
禄修理時の姿と同じかやぶきに復旧整備され
ました。総事業費は約３億５千７百万円で、
防災施設の整備は本年度末の完成予定です。
　12日に行われた記念祝典では、泉福寺仏
殿保存修理委員長の無着住職のあいさつ、
工事経過報告の後、工事関係者に感謝状が

無着住職から贈られました。また、関口欣也横浜国
立大学名誉教授らの歴史講演や永六輔さんの記念講
演会も行われました。

　「よろうちさかしい武蔵っ子を育つる会」（武蔵町
家庭教育推進協議会）は、子育てしやすいまちづく
りに向けての活動の一環として、子育てを考えるつ
どいを行っています。
　今年度は、国東市全体の親子を対象とした「リト
ミック教室」を開催します。
　リトミックとは、体全体・五感すべてを使って体
の中に音感・リズム感を育てていく音楽教育で、高
レベルの集中力と瞬時の判断力・行動力を養うこと
ができます。
　みんなで体を動かし子どもとふれあいながら、子
育てを考えるひとときを楽しく過ごしてみません
か。
　お父さんもご一緒に、ご参加お待ちしています。

●日時　平成20年２月２日㈯午前10時～
　　　　（９時30分開場）
●場所　武蔵保健福祉センター「つどいの館」
●講師　リトミック講師等として活躍中の後藤ひと
　　　　みさん（武蔵町出身です）
●入場料　３歳以上100円（３歳未満は無料）
＊チケットは武蔵保健福祉センター、市役所武蔵
総合支所、市内各保育園・各幼稚園にお申し込
みください。
＊託児もありますので、申し込む際に予約をして
ください。

●問い合わせ
武蔵保健福祉センター　　　　TEL 0978681184
武蔵総合支所地域市民健康課　TEL 0978681112

▲約３００年ぶりに全解体修理された仏殿▲あいさつする無着成恭住職

　11月３日㈯・４日㈰の２日間、「国東半島国東市安岐ボード
セーリング大会・梅園カップ2007」が安岐町塩屋海岸で開催
されました。
　昨年まで３大会連続で風に恵まれず、レースが成立しませ
んでしたが、今回は２日間ともに風が吹き、招待選手のヨー
ロッパチャンピオン、パウエル・ハーバティ選手（ポーラン
ド）をはじめ全国から参加した53名の選手が、アマチュア選手権、プロアマオープンレースで腕を競いまし
た。なお、国東市からもキッズクラスに安岐小学校の穴見知典君、上田真由さんが出場しました。

梅園カップ2007

成績（敬称略） ◆アマチュア選手権（各クラス優勝者）
 　スラローム…………長門 英明（大分県）
 　ダガーボード………守田 大輔（福岡県）
 　グランドマスター…吉村 正雅（福岡県）
 　ビギナー……………室屋 里緒（福岡県）
 　キッズ………………穴見 知典（安岐町）

◆プロアマ戦
　１位　パウエル・ハーバティ（ポーランド）
　２位　香村治彦（神奈川県）
　３位　浅野則夫（静岡県）
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●平成20年４月から保育園に入園を希望される方の受
付を行います

受付の日時と場所
日時　平成20年１月21日㈪～ 25日㈮
　　　午前９時～午後５時
場所　国東市福祉事務所家庭福祉係
　　　各総合支所地域市民健康課福祉係
必要なもの
１　保育所入所申込書
　　国東市福祉事務所家庭福祉係・各総合支所地域市民
健康課福祉係でお渡ししますので、受付日までにお越
しください。在園児の方は「保育所現況届」を保育園
でお渡しします。
２　印鑑
３　平成19年分源泉徴収票（給与所得者のみ。会社など
からもらっていない方は､申込受付期間以降でも構い
ませんので、必ず提出してください。）
４　平成19年１月２日以降に国東市に転入された方（平
成19年度の市町村民税を国東市以外に納めている方）
については、平成19年１月１日に居住していた所在地
の市役所または町村役場で「平成19年度税額証明書」
を交付してもらってください。（ただし、申請及び料
金が必要ですので、その所在地の市町村税務担当課に
相談してください。）
５　原則として、昼間家庭保育ができない児童が対象に
なります。
　なお、上記受付期間以外でも、受付を行いますが、
平成20年度についても多数の入園希望者が予想されま
すので、在園児、新入園児とも必ず受付期間内に手続
きをしてください。（ただし、受付の先着順に保育を
実施するということではありません。）

●平成20年４月から大恩こども館への入館を希望され
る方の受付を行います

受付の日時と場所
日時　平成20年１月21日㈪～ 25日㈮
　　　午後９時から午後５時
場所　大恩こども館
必要書類
１　大恩こども館入館申請書（大恩こども館・国東市福
祉事務所福祉係でお渡しします。） 
２　印鑑　原則として、保育に欠けない３歳以上の児童
が対象となります。 

●国東市内の保育園・こども館は下記のとおりです。
◎伊美保育園　　国見町伊美2457-1 ☎0978820085
◎竹田津保育所　国見町竹田津3610-1 ☎0978840628
◎熊毛保育所　　国見町小熊毛62-2 ☎0978830459
◎来浦保育園　　国東町浜1353 ☎0978770930
◎富来保育園　　国東町富来浦1549 ☎0978740200
◎国東保育園　　国東町田深1665 ☎0978724370
◎国東町南部保育園　国東町小原119-1 ☎0978720609
◎オレンジ保育所　国東町原2129 ☎0978720496
◎武蔵町保育園　武蔵町糸原490 ☎0978681452
◎武渓保育所　　武蔵町麻田57-1 ☎0978690432
◎安岐中央保育園　安岐町中園404-5 ☎0978671968
◎安岐保育所　　安岐町下原1273-1 ☎0978670362
◎大恩こども館　国東町大恩寺405-1 ☎0978741213

問い合わせ
国東市福祉事務所家庭福祉係　　　　☎0978725164
国見総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978821112
武蔵総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978681112
安岐総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978671114

保育園の入園受付を行います泉福寺で国指定重要文化財「仏殿」の大修理が完了

子育てを考えるつどい ～後藤ひとみせんせいと土曜日はリトミック♪～

平成20年度 市立幼稚園の園児募集について
●入園対象児
　５歳児…Ｈ14年4月2日～Ｈ15年4月1日に生まれた幼児
　４歳児…Ｈ15年4月2日～Ｈ16年4月1日に生まれた幼児
　３歳児…Ｈ16年4月2日～Ｈ17年4月1日に生まれた幼児
●保育料　4,500円／月
●降園時間　午後２時
●入園申込書
　各市立幼稚園、学校教育課、
　各教育事務所で入園希望者に直接お渡しします。
●受付期間
　平成19年12月15日～平成20年１月15日
　午前９時～午後４時30分（ただし、土・日・祝日を除く）
●受付場所
　入園希望者は申込書に必要事項をご記入のうえ、希望
する幼稚園へ提出してください。

●市立幼稚園一覧
５歳児
国見中央幼稚園　国見町中850番地 ☎0978821205
４・５歳児
竹田津幼稚園　国見町竹田津3610番地１ ☎0978840628
熊毛幼稚園　　国見町小熊毛62番地２ ☎0978830459
富来幼稚園　　国東町富来浦677番地４ ☎0978741212
豊崎幼稚園　　国東町横手305番地２ ☎0978720341
旭日幼稚園　　国東町綱井2980番地 ☎0978720352

３・４・５歳児
西武蔵幼稚園　安岐町富清3209番地 ☎0978650004
朝来幼稚園　　安岐町朝来144番地 ☎0978660010
南安岐幼稚園　安岐町下山口593番地 ☎0978670135
西安岐幼稚園　安岐町瀬戸田868番地 ☎0978670175
安岐幼稚園　　安岐町下原2071番地 ☎0978670415
※西武蔵幼・朝来幼・南安岐幼・西安岐幼の４園は、
統合により、平成20年４月から安岐中央幼稚園（安
岐町中園）となります。安岐中央幼稚園に入園を
希望される方は、西武蔵幼、朝来幼、南安岐幼、
西安岐幼へ入園申込書を提出してください。

●問い合わせ
国東市教育委員会　学校教育課
　国東町鶴川160-2番地　☎0978730066
●私立幼稚園のご案内
ひともし幼稚園
　国東町鶴川1826番地　☎0978720585（Fax兼）
　■終日保育・夏期冬期保育
　■毎週水曜ママスクール（子育て支援・自由参観）
むさし幼稚園
　武蔵町糸原498番地　  ☎0978680194
　■Ｈ20年３月末、県内初の幼保一元施設となります。
　ホームページ　http://www.musashi-kodomoen.com
　Ｅメール     　 oita@musashi-kodomoen.com
※２園とも私立幼稚園就園奨励補助により保護者の
負担を軽減しています。保育内容その他詳細につ
きましては、直接各私立幼稚園にお尋ねください。

申込の方法が
変更しておりますので
ご確認をお願いします！

　平成16年度から始まった国東町泉福寺（無着成恭
住職）の文化財保存整備事業が完成し、11月12日㈪に
同寺で落慶法要式典と完成記念行事が行われました。
　今回の保存整備事業で修理をしたのは、国
指定重要文化財の仏殿、開山堂と県指定有形
文化財の山門と同指定史跡の昭堂で、中でも
仏殿は1694（元禄７）年以来、約300年ぶり
の全解体修理となり、屋根を鉄板ぶきから元
禄修理時の姿と同じかやぶきに復旧整備され
ました。総事業費は約３億５千７百万円で、
防災施設の整備は本年度末の完成予定です。
　12日に行われた記念祝典では、泉福寺仏
殿保存修理委員長の無着住職のあいさつ、
工事経過報告の後、工事関係者に感謝状が

無着住職から贈られました。また、関口欣也横浜国
立大学名誉教授らの歴史講演や永六輔さんの記念講
演会も行われました。

　「よろうちさかしい武蔵っ子を育つる会」（武蔵町
家庭教育推進協議会）は、子育てしやすいまちづく
りに向けての活動の一環として、子育てを考えるつ
どいを行っています。
　今年度は、国東市全体の親子を対象とした「リト
ミック教室」を開催します。
　リトミックとは、体全体・五感すべてを使って体
の中に音感・リズム感を育てていく音楽教育で、高
レベルの集中力と瞬時の判断力・行動力を養うこと
ができます。
　みんなで体を動かし子どもとふれあいながら、子
育てを考えるひとときを楽しく過ごしてみません
か。
　お父さんもご一緒に、ご参加お待ちしています。

●日時　平成20年２月２日㈯午前10時～
　　　　（９時30分開場）
●場所　武蔵保健福祉センター「つどいの館」
●講師　リトミック講師等として活躍中の後藤ひと
　　　　みさん（武蔵町出身です）
●入場料　３歳以上100円（３歳未満は無料）
＊チケットは武蔵保健福祉センター、市役所武蔵
総合支所、市内各保育園・各幼稚園にお申し込
みください。
＊託児もありますので、申し込む際に予約をして
ください。

●問い合わせ
武蔵保健福祉センター　　　　TEL 0978681184
武蔵総合支所地域市民健康課　TEL 0978681112

▲約３００年ぶりに全解体修理された仏殿▲あいさつする無着成恭住職

　11月３日㈯・４日㈰の２日間、「国東半島国東市安岐ボード
セーリング大会・梅園カップ2007」が安岐町塩屋海岸で開催
されました。
　昨年まで３大会連続で風に恵まれず、レースが成立しませ
んでしたが、今回は２日間ともに風が吹き、招待選手のヨー
ロッパチャンピオン、パウエル・ハーバティ選手（ポーラン
ド）をはじめ全国から参加した53名の選手が、アマチュア選手権、プロアマオープンレースで腕を競いまし
た。なお、国東市からもキッズクラスに安岐小学校の穴見知典君、上田真由さんが出場しました。

梅園カップ2007

成績（敬称略） ◆アマチュア選手権（各クラス優勝者）
 　スラローム…………長門 英明（大分県）
 　ダガーボード………守田 大輔（福岡県）
 　グランドマスター…吉村 正雅（福岡県）
 　ビギナー……………室屋 里緒（福岡県）
 　キッズ………………穴見 知典（安岐町）

◆プロアマ戦
　１位　パウエル・ハーバティ（ポーランド）
　２位　香村治彦（神奈川県）
　３位　浅野則夫（静岡県）
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少年野球・小天狗クラブ
結成35周年記念式典開催

安岐町

第13回こんさいやろう会
国東町

　「地区の活性化を図るために、老いも若きも一丸と
なって頑張ろう！」と今在家区（小田高章区長）の
文化祭「第13回こんさいやろう会」が、11月25日㈰
に今在家公民館で開催されました。
　今年も、詩吟や舞踊、カラオケなど多彩なプログ
ラムで、子どもからお年寄りまで多くの皆さんが出
演。プログラムが終わるたびに、会場に集まった大
勢の区民の皆さんから、拍手が送られました。

詩吟にあわせて花を活ける「華道吟」で会がスタート！詩吟にあわせて花を活ける「華道吟」で会がスタート！

富永神楽による「大蛇退治」富永神楽による「大蛇退治」
たばこのポイ捨てやめて！ 国東たばこ組合美化活動
　10月19日㈮に、国東たばこ販売協同組合（田中諭
理事長）の国見地区の皆さん20名が、道路清掃を行
いました。同組合では、毎年10月に市内４町で清掃
美化活動を実施しています。
　この日は、参加者の皆さんが、喫煙マナーの向上
を呼びかけながら、みんなんかんから伊美港までの
道路に捨てられている、たばこの吸殻・紙くずなど
のごみを拾いました。また、23日㈫には武蔵地区、
安岐地区でも清掃活動が行われました。

清掃活動を行う国東たばこ販売協同組合国見地区の皆さん清掃活動を行う国東たばこ販売協同組合国見地区の皆さん

第５回仏の里東国東神楽大会
安岐町

　11月３日㈯安岐コミュニティ広場で、第５回仏の
里東国東神楽大会が開催されました。市内の武多都
神楽（国見町）、国東神楽（国東町）、手野神楽（武
蔵町）、富永神楽、西武蔵子ども神楽（安岐町）が共
演し、それぞれの地域に伝わる伝統の神楽を披露し
ました。
　また、杵築市の俣水神楽や、日本文理大学沖縄県
人会の皆さんによる「エイサー」も披露され、市内
外から訪れた多くの神楽ファンからは、演目が終わ
るたびに大きな拍手が送られました。

第37回国東町総合文化祭
国東町

　第37回国東町総合文化祭の美術・文芸部門と芸能部門
が、11月３日㈯・４日㈰の２日間、アストくにさきで盛大
に開催されました（菊花展は１日から６日）。アグリホー
ルには、短歌・俳句・いけばな・絵画・書道・手芸など約
300人の力作が展示され会場を訪れる人の目を楽しませま
した。また、アストホールで行われた芸能部門では、舞
踊、民謡、詩吟など19団体が出演、日頃の練習の成果を披
露しました。

ペトロ岐部殉教祭
国見町

　江戸時代初期に、日本人として初めてキリスト教
の聖地・エルサレムに足を踏み入れたペトロ岐部カ
スイの遺徳を偲ぶ殉教祭が、10月28日㈰、岐部のペ
トロ岐部記念公園で行われ、長崎県や山口県をはじ
め全国から約500人が参加しました。
　イエズス会の川村信三神父が「大分キリシタン史
の中の信徒たち」と題し講演。地元コーラスグルー
プによる賛美歌合唱の後、ミサが執り行われまし
た。

竹田津小学校で鳥の巣箱作り
国見町

　10月31日㈬、竹田津小学校（河野久子校長・46名）
の児童が、くにさきロータリークラブ（木戸瑩一郎
会長）の指導で鳥の巣箱作りに挑戦しました。
　この日は、１年から６年までの児童19名が参加。
同クラブや「923みんなんくらぶ」（丸山順道理事長）
の皆さんの指導で、児童たちは、なれない手つきで
したが、東国東郡森林組合から提供された板に、楽
しそうに釘を打っていました。完成した巣箱は、
さっそく児童たちの手で校庭の木にかけられまし
た。
　同クラブでは、情操教育の一環として、今後３年
間の予定で市内の全小学校で実施する予定です。

Kunimi   Kunisaki まちの
話  題
まちの
話  題
まちの
話  題

Town Topics

Musashi    Aki 

まちの
話  題

　10月28日㈰に少年野球チーム小天狗クラブの結成35
周年記念式典（実行委員長矢野秀・小天狗クラブ後援
会会長）が開催されました。
　同クラブは昭和48年秋に町内で初めての少年野球

チームとして結成されましたが、来春に安岐４小学校が
統合されるに伴い、１年前倒しで35周年式典を開催しま
した。今後、南安岐小学校区の妙見クラブと統合して
「妙見小天狗クラブ」を結成することになっています。
　実際寺壇信徒会館で行われた記念式典には、約150名が
参加。渡辺忠夫初代監督をはじめ、歴代の監督・コーチ
などに感謝状と記念品が贈られました。また、式典に先
立ち、現役クラブ員とＯＢによる交流戦も行われました。

◀西安岐小学校で
　記念撮影



1415 2007.12

少年野球・小天狗クラブ
結成35周年記念式典開催

安岐町

第13回こんさいやろう会
国東町

　「地区の活性化を図るために、老いも若きも一丸と
なって頑張ろう！」と今在家区（小田高章区長）の
文化祭「第13回こんさいやろう会」が、11月25日㈰
に今在家公民館で開催されました。
　今年も、詩吟や舞踊、カラオケなど多彩なプログ
ラムで、子どもからお年寄りまで多くの皆さんが出
演。プログラムが終わるたびに、会場に集まった大
勢の区民の皆さんから、拍手が送られました。

詩吟にあわせて花を活ける「華道吟」で会がスタート！詩吟にあわせて花を活ける「華道吟」で会がスタート！

富永神楽による「大蛇退治」富永神楽による「大蛇退治」
たばこのポイ捨てやめて！ 国東たばこ組合美化活動
　10月19日㈮に、国東たばこ販売協同組合（田中諭
理事長）の国見地区の皆さん20名が、道路清掃を行
いました。同組合では、毎年10月に市内４町で清掃
美化活動を実施しています。
　この日は、参加者の皆さんが、喫煙マナーの向上
を呼びかけながら、みんなんかんから伊美港までの
道路に捨てられている、たばこの吸殻・紙くずなど
のごみを拾いました。また、23日㈫には武蔵地区、
安岐地区でも清掃活動が行われました。

清掃活動を行う国東たばこ販売協同組合国見地区の皆さん清掃活動を行う国東たばこ販売協同組合国見地区の皆さん

第５回仏の里東国東神楽大会
安岐町

　11月３日㈯安岐コミュニティ広場で、第５回仏の
里東国東神楽大会が開催されました。市内の武多都
神楽（国見町）、国東神楽（国東町）、手野神楽（武
蔵町）、富永神楽、西武蔵子ども神楽（安岐町）が共
演し、それぞれの地域に伝わる伝統の神楽を披露し
ました。
　また、杵築市の俣水神楽や、日本文理大学沖縄県
人会の皆さんによる「エイサー」も披露され、市内
外から訪れた多くの神楽ファンからは、演目が終わ
るたびに大きな拍手が送られました。

第37回国東町総合文化祭
国東町

　第37回国東町総合文化祭の美術・文芸部門と芸能部門
が、11月３日㈯・４日㈰の２日間、アストくにさきで盛大
に開催されました（菊花展は１日から６日）。アグリホー
ルには、短歌・俳句・いけばな・絵画・書道・手芸など約
300人の力作が展示され会場を訪れる人の目を楽しませま
した。また、アストホールで行われた芸能部門では、舞
踊、民謡、詩吟など19団体が出演、日頃の練習の成果を披
露しました。

ペトロ岐部殉教祭
国見町

　江戸時代初期に、日本人として初めてキリスト教
の聖地・エルサレムに足を踏み入れたペトロ岐部カ
スイの遺徳を偲ぶ殉教祭が、10月28日㈰、岐部のペ
トロ岐部記念公園で行われ、長崎県や山口県をはじ
め全国から約500人が参加しました。
　イエズス会の川村信三神父が「大分キリシタン史
の中の信徒たち」と題し講演。地元コーラスグルー
プによる賛美歌合唱の後、ミサが執り行われまし
た。

竹田津小学校で鳥の巣箱作り
国見町

　10月31日㈬、竹田津小学校（河野久子校長・46名）
の児童が、くにさきロータリークラブ（木戸瑩一郎
会長）の指導で鳥の巣箱作りに挑戦しました。
　この日は、１年から６年までの児童19名が参加。
同クラブや「923みんなんくらぶ」（丸山順道理事長）
の皆さんの指導で、児童たちは、なれない手つきで
したが、東国東郡森林組合から提供された板に、楽
しそうに釘を打っていました。完成した巣箱は、
さっそく児童たちの手で校庭の木にかけられまし
た。
　同クラブでは、情操教育の一環として、今後３年
間の予定で市内の全小学校で実施する予定です。

Kunimi   Kunisaki まちの
話  題
まちの
話  題
まちの
話  題

Town Topics

Musashi    Aki 

まちの
話  題

　10月28日㈰に少年野球チーム小天狗クラブの結成35
周年記念式典（実行委員長矢野秀・小天狗クラブ後援
会会長）が開催されました。
　同クラブは昭和48年秋に町内で初めての少年野球

チームとして結成されましたが、来春に安岐４小学校が
統合されるに伴い、１年前倒しで35周年式典を開催しま
した。今後、南安岐小学校区の妙見クラブと統合して
「妙見小天狗クラブ」を結成することになっています。
　実際寺壇信徒会館で行われた記念式典には、約150名が
参加。渡辺忠夫初代監督をはじめ、歴代の監督・コーチ
などに感謝状と記念品が贈られました。また、式典に先
立ち、現役クラブ員とＯＢによる交流戦も行われました。

◀西安岐小学校で
　記念撮影



1617 2007.12

第17回夢咲きくにさきふるさとまつり
10月28日㈰期日 アストくにさき場所

▲元気いっぱい！　子どもたちのめじろんダンス

▲今年も聴かせてくれました！　本城綾乃歌謡ショー

平成19年度安岐町ふるさと祭り
11月4日㈰期日 安岐町コミュニティ広場場所

▲赤ちゃんハイハイ選手権

▲みかん大食い選手権

第18回くにみちょるちょる祭り
11月10日㈯・11日㈰期日 みんなんかん場所

▲丸太切り競争

▲ちょるちょる音頭

平成19年度むさしおいで祭り
11月23日㈮期日 武蔵町農村公園場所

▲苗木の無料配布には長蛇の列ができました

▲開会式後のもちまきには、大勢の皆さんが参加

　11月24日㈯・25日㈰の２日間、東京都有楽町の東京交通会館３階
のグリーンルームで「国東市農林水産物直販フェア」が開催されま
した。事前に国東市出身の首都圏在住者約２千人にダイレクトメー
ルで案内状を出していたこともあり、両日とも会場は大盛況でした。
　国東市からは、特産品である乾しいたけやかぼす、米、やまいも
等の農産物や、くるまえび、国東わかめ、ひじき、太刀魚、タコな
どの水産物や加工品のほか、地元産の清酒や焼酎、味噌、しょうゆ
等も持ち込まれ、会場は国東色に染まりました。
　会場を訪れた方からは、「父のふる里で、小さい頃よく大分へ行
きました。かぼすやしいたけは大好物で、特にかぼすは、こちらで
はなかなか安く手に入らないので喜んでいます。」「ふる里を思い出
す良い機会です。これからもずっと続けてください。」などの意見
が寄せられました。

大盛況 !!  東京で直販フェア

　11月２日㈮午後２時10分から、武蔵西小学校（阿南裕子校長・児童数
62名）の４年生11名がしいたけのほだ木起こしの体験学習を行いました。
この授業は、大分県東部振興局が児童の皆さんに、しいたけ生産の体験
を通して、しいたけの良さと森林や林業に対する理解を深めてほしい
と、市内の複数の学校で実施しているものです。
　この日は、校庭で東部振興局生産流通部の職員が、森林や林業に関し
ての講話を対話形式で約20分間行い、続いて、地元のしいたけ生産農家
の糸永秀二さんが、しいたけ栽培の体験談などを分かりやすく話しました。児童の皆さんは、真剣な表情で
話に聞き入っていました。
　この後、地元しいたけ生産農家の清原米蔵さんの指導で、昨年３月に駒打ちをして校庭の東に伏せこんで
いたほだ木をほだ場まで全員で運び、これからのしいたけの発生を楽しみにしていました。
　なお、同校では、来年春に、採れたしいたけで料理教室をする予定です。

森林の大切さを再確認
◆森やしいたけの話に興味津々

◆武蔵流グリーンツーリズム森林教室・植樹祭

▲立派な木になりますように。
　苗木を植樹する武蔵西小学校の皆さん

▲全員でほだ木をほだ場まで運びました

▲参加者に森林の大切さを説明するグリーン
　インストラクターの後藤万寿雄さん（写真右）

　子どもたちと地域住民との共同作業による植樹作業や森林体験を通じ、
次代の森林づくりを担う青少年の育成を目的とした「武蔵流グリーンツー
リズム森林教室・植樹祭」が、11月13日㈫午前９時30分から、武蔵町吉広
で行われました。
　この植樹祭は、武蔵流グリーンツーリズムの会（清原米蔵会長）が森林
環境税を使った大分県の補助を受けて開催したもので、武蔵西小学校の
５・６年生24名をはじめ、同会の会員、地区の皆さん、東国東郡森林組
合、県・市職員約60名が参加しました。
　清原会長のあいさつの後、植樹方法の説明を受けた参加者は、植樹会場
に移動し、くわで穴を掘ってケヤキ、クヌギなど９種類の苗木105本を植
樹。子どもたちは、「大きくなれ」とメッセージを書き込んだ木札をつけ
ました。
　植樹後は、大分県認定グリーンインストラクターの後藤万寿雄さん（玖
珠町）による「森林のはたらき」と題した森林教室も行われました。
　最後に、児童会長の仲屋敦史さん（６年）が「今日はありがとうございま
した。これから木を大切にしていきたいと思います」とお礼を述べました。
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に移動し、くわで穴を掘ってケヤキ、クヌギなど９種類の苗木105本を植
樹。子どもたちは、「大きくなれ」とメッセージを書き込んだ木札をつけ
ました。
　植樹後は、大分県認定グリーンインストラクターの後藤万寿雄さん（玖
珠町）による「森林のはたらき」と題した森林教室も行われました。
　最後に、児童会長の仲屋敦史さん（６年）が「今日はありがとうございま
した。これから木を大切にしていきたいと思います」とお礼を述べました。
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第４回青竜旗少年剣道大会
10月21日㈰　かんぽの郷宇佐体育館

▲（左から）村上義泰君、山本雅俊君、
　豊原龍秀君、原田佑真君

◀（左から）２位の松本さん、
　優勝の中島さん、３位の甲斐さん、
　女姓1位の加藤さん

◀優勝した「三浦グループ」
　の皆さん
　②「日本郵政」
　③「ＪＡくにさき」「九電工」

▲（左から）堀部千翔さん、重光優希さん、
　原田誠也君、平本昇悟君

▲（左から）徳丸貴哉君、西尾和将君、
　河野翔輝君、藤垣大雅君

第１回国東市すくすくスポーツ祭　少年空手の部
10月21日㈰　安岐小学校体育館

【組み手の部】高学年　優勝　笠置勇人　２位　西　真央　３位　花木美桜、吉田光輝
　　　　　中学年　優勝　佐藤美沙希　２位　成原有美　３位　古野末樹、田代航平
　　　　　低学年　優勝　宇都宮魁　２位　松尾海斗　３位　高橋れん、重岡青空
【形の部】高学年　優勝　笠置勇人　２位　西　真央　３位　吉田光輝
　　　　　中学年　優勝　橋岡聖梨華　２位　田代航平　３位　成原有美
　　　　　低学年　優勝　高橋れん　２位　宇都宮魁　３位　松尾海斗
　　　　　初心者　優勝　矢野安希子　２位　入好健太　３位　徳丸　譲

　大相撲九州場所を終え帰省した、武蔵川部屋の力士・土谷
高寛さん（19）が11月26日㈪、国見総合支所を訪れました。
　国見町赤根出身の土谷さんは、双国高校を卒業した昨年３
月に武蔵川部屋に入門。身長182センチ、体重135キロで現在
は、序二段西44枚目。福岡市で行われた九州場所では、４勝
３敗と二場所連続の勝ち越しを収めました。
　土谷さんは、「関取（十両昇進）を目指して頑張ります。
皆さんご声援をよろしくお願いします。」と話しています。

　11月23日㈮に、国東町横手のくにさきパークゴルフ場で
「第14回くにさきパークゴルフ大会」が開催されました。
　同パークゴルフ場のオープン10周年を祝うこの大会には、
遠く北九州市や豊前市、佐伯市などからも参加者があり、64
名の皆さんが絶好の晴天に恵まれたこの日、景勝の地でさわ
やかな汗を流しました。成績は次のとおりです。（敬称略）

　11月３日㈯、大分スポーツ公園九州石油ドームで「第37回大分県小学生陸上競技選手権大会」が開催され、
国東市からは35名の小学生が参加しました。
　上位入賞者は次のとおりです。（敬称略）

第37回大分県小学生陸上競技選手権大会

◆３・４年男子共通４×100ｍＲ
　優勝　河野翔輝（武蔵東）・徳丸貴哉（武蔵東）・藤垣大雅（伊美）・西尾和将（国東）　記録 63秒22
◆５・６年男子共通４×100ｍＲ
　優勝　原田佑真（旭日）・山本雅俊（伊美）・豊原龍秀（国東）・村上義泰（小原）　記録 53秒78
◆５・６年男子共通ジャベリックスロー ◆５・６年男子共通走幅跳
　優勝　原田誠也（旭日）　記録 33m18 　２位　原田佑真（旭日）
◆５・６年女子共通ジャベリックスロー ◆５・６年男子共通ジャベリックスロー
　２位　重光優希（国東）　３位　堀部千翔（上国崎） 　  ３位　平本昇悟（小原）

成績（敬称略）
　団体戦　優　勝　富来少年剣道クラブ
　個人戦　準優勝　梶原悠佑

１位　中島信隆（北九州市）
２位　松本昭男（別府市）
３位　甲斐俊徳（杵築市）

女性の部
１位　加藤末子（杵築市）

第19回安岐町綱引き選手権大会
11月２日㈮　安岐体育館

第２回国東市職域ソフトボール大会
10月24日㈬・25日㈭　国東陸上競技場
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第37回国東町民バレーボール大会
10月22日㈪～24日㈬　国東体育館

国見町出身力士
土谷高寛さんが市役所を訪問

くにさきパークゴルフ大会

（敬称略）

▲思い思いのスピードで
　富来路を走るランナー

　11月11日㈰に、富来路開運ロードを走る「第18回仏の里く
にさき・とみくじマラソン」が、全国25都道府県から2,845人
のランナーを集めて盛大に開催されました。
　参加したランナーの皆さんは、午前９時の30㎞の部をかわ
きりに、ウォーク・20㎞・２㎞・５㎞・10㎞の順に国東陸上
競技場をスタート、家族や友人の声援を受けて元気よく笑顔
で、晩秋のとみくじに飛び出していきました。コースではボ
ランティアや地元の皆さんからの暖かい声援を受けながら、
思い思いのスピードで深まりゆく秋のくにさきの自然を満喫
し、気持ちのいい汗を流しました。
　ゴール後の昼食には、とみくじ名物となった「いころ鍋」
と「タコめし」が参加者の皆さんに振舞われました。
　また、閉会式では、「オリジナルとみくじ」で、マウンテン
バイクやホノルルマラソン招待券があたる「とみくじ抽選会」
も行われました。

晩秋の富来路に2,845人
第18回仏の里くにさき・とみくじマラソン大会

▶種目別最多の
　773人が参加した
　30キロの部のスタート
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　ゴール後の昼食には、とみくじ名物となった「いころ鍋」
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企画課男女共同参画係です企画課男女共同参画係です
こんにちは！

　今回は国での男女共同参画の様子を少しお知

らせします。

　｢ワ－ク・ライフ・バランス｣という言葉をご存

知ですか？

　今、国では、多様性を尊重し、仕事と家庭が両

立しやすい社会づくりにむけて、「ワ－ク・ライ

フ・バランス（仕事と生活の調和）」の推進をす

るために様々な検討をおこなっています。

　ワ－ク・ライフ・バランスとは、あらゆる人

（男性も女性も、すべての世代の人も）のための

もので、仕事や家庭、地域生活、個人の自己啓

発・趣味・スポ－ツ・休養などの様々な活動につ

いて、ライフステ－ジ（人生の段階）に応じ、自

分が希望するバランスで活動ができる状態のこと

を言います。これまでの仕事が中心といった働き

方では、少子高齢化・人口減少時代を迎えて、こ

のままでは個人・企業・組織…そして社会全体が

機能しなくなることを予測しています。すでに海

外では、アメリカで1980年代後半から、イギリ

スでは2000年から官民をあげて取り組みをおこ

なっています。日本においても近年、経済財政、

労働政策、少子化対策、子育て支援、男女共同参

画など様々な施策分野において「ワ－ク・ライ

フ・バランス」の議論がなされ、取り組みが始

まっています。

　そうは言っても、これはやはり個人個人の意識

が根底となるものなので、個人の意識がそこにな

ければ、国が施策を行っても、国民との一体感が

生まれません。個人が考えることで、その輪が広

がりをみせ、施策などと相まってより良い効果が

生まれることになるのではないかと思います。社

会が激動の変化をするなかで、私たちが時代の波

に押し流されないように、今、ちょっと立ち止

まって、自身の生活を考えてみることが、仕事と

生活の調和へつながっていくのではないでしょう

か。

　12月となり、この１年が終わり新しい年を迎

えようとしています。この１年やこれまでの過去

を振り返って、心豊かな人生を送ることが出来る

よう、この機会に、明日からの生活を考えてみま

せんか？　忙しさに追われ、ゆっくり考える時間

がなかなか取りにくいと思いますが、自身のライ

フプランへもつながりますので、ここはぜひ時間

を作ってほしいと思います。

　１年間、皆様にはお世話になりありがとうござ

いました。ようやく皆様へ国東市男女共同参画計

画をお知らせする準備ができましたので、年明け

には皆様へお知らせしたいと考えています。

　また、係へのご意見、ご要望などがありました

ら、どしどしお寄せください。

＊ライフステ－ジ

人の生涯における幼年期、児童期、青年期、壮

年期、老年期などのそれぞれの段階のこと

＊ライフプラン

生涯にわたって充実した人生を送るために、将

来の生活状況、環境の変化を予測する現在およ

び将来の人生設計のこと
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企画課　男女共同参画係　☎ 0978725161
　　　　kikaku@city.kunisaki.lg.jp

＊ ＊

　11月29日㈭、武渓保育所（清原とも子所長・42名）
で「ぶけい幼年消防クラブ」の結成式が行われまし
た。市内では14番目の幼年消防クラブとなります。
　国東幼少年女性防火委員会会長の國廣秀光消防
長のあいさつの後、㈶日本防火協会が宝くじの普及
広報事業費を財源として実施している助成事業を
活用して購入した鼓笛セットが、國廣消防長から清
原所長に贈られました。
　この後、クラブ員全員で「火の用心」の歌を
歌い合奏の後、「防火の誓い」を大きな声で宣誓

しました。
　式のあと、クラブ員たちは防火アニメを見て、さっ
そく火の用心につ
いて学びました。

　10月28日㈰、午前９時からアストくにさきで
「2007国東市消防フェスティバル」が、国東市・姫
島村の幼年、少年、女性消防クラブでつくる「国東
幼少年女性防火委員会」と㈶日本防火協会の共催
で開催されました。
　このフェスティバルは、市民の安全を図るため、
消防車両の展示やいろいろな体験を通して、危機
意識の高揚と消防への理解を深めてもらおうと開催
され、同消防クラブ員や同時開催の「第17回夢咲き
くにさきふるさとまつり」の来場者で賑わいました。
　消防車などの消防車両や住宅用火災報知器の展
示や、㈶日本防火協会の助成を受けて昨年購入した
煙体験ハウス「モクモクハウス」を使った避難訓練

などが行われ、参加した皆さんは、防火に対する理
解を深めました。

火遊びは絶対にしません！　武渓保育所で「ぶけい幼年消防クラブ」結成式

火の用心につとめます　国東保育園の園児が防火パレード

2007 国東市消防フェスティバル開催

　11月15日㈭に国東保育園の幼年消防クラブの
皆さんが市役所を訪れ、火の用心を呼びかけま
した。市役所前の駐車場で、鼓笛隊の演奏の後
「子どもの火遊びは絶対にしません。」とみんな
で元気よく野田侃生市長に防火を誓いました。
　この後、田深商店街を通って火の用心を呼び
かけながら、園児、保護者、消防関係者で防火
パレードを行いました。

▲救急隊員による応急
　手当の講習

◀高さ３メートル、長さ10メー
　トルに張られたロープを
　滑り降りる
　「わんぱくレインジャー」は
　子どもたちに大好評

▲贈られた鼓笛セットで「きらきら星」「お
　もちゃのちゃちゃちゃ」を演奏しました

◀國廣消防長から園児代表の都留歩美ちゃん
　と白石悠翔くんに防火法被（はっぴ）が贈られ
　ました
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企画課男女共同参画係です企画課男女共同参画係です
こんにちは！

　今回は国での男女共同参画の様子を少しお知

らせします。

　｢ワ－ク・ライフ・バランス｣という言葉をご存

知ですか？

　今、国では、多様性を尊重し、仕事と家庭が両

立しやすい社会づくりにむけて、「ワ－ク・ライ

フ・バランス（仕事と生活の調和）」の推進をす

るために様々な検討をおこなっています。

　ワ－ク・ライフ・バランスとは、あらゆる人

（男性も女性も、すべての世代の人も）のための

もので、仕事や家庭、地域生活、個人の自己啓

発・趣味・スポ－ツ・休養などの様々な活動につ

いて、ライフステ－ジ（人生の段階）に応じ、自

分が希望するバランスで活動ができる状態のこと

を言います。これまでの仕事が中心といった働き

方では、少子高齢化・人口減少時代を迎えて、こ

のままでは個人・企業・組織…そして社会全体が

機能しなくなることを予測しています。すでに海

外では、アメリカで1980年代後半から、イギリ

スでは2000年から官民をあげて取り組みをおこ

なっています。日本においても近年、経済財政、

労働政策、少子化対策、子育て支援、男女共同参

画など様々な施策分野において「ワ－ク・ライ

フ・バランス」の議論がなされ、取り組みが始

まっています。

　そうは言っても、これはやはり個人個人の意識

が根底となるものなので、個人の意識がそこにな

ければ、国が施策を行っても、国民との一体感が

生まれません。個人が考えることで、その輪が広

がりをみせ、施策などと相まってより良い効果が

生まれることになるのではないかと思います。社

会が激動の変化をするなかで、私たちが時代の波

に押し流されないように、今、ちょっと立ち止

まって、自身の生活を考えてみることが、仕事と

生活の調和へつながっていくのではないでしょう

か。

　12月となり、この１年が終わり新しい年を迎

えようとしています。この１年やこれまでの過去

を振り返って、心豊かな人生を送ることが出来る

よう、この機会に、明日からの生活を考えてみま

せんか？　忙しさに追われ、ゆっくり考える時間

がなかなか取りにくいと思いますが、自身のライ

フプランへもつながりますので、ここはぜひ時間

を作ってほしいと思います。

　１年間、皆様にはお世話になりありがとうござ

いました。ようやく皆様へ国東市男女共同参画計

画をお知らせする準備ができましたので、年明け

には皆様へお知らせしたいと考えています。

　また、係へのご意見、ご要望などがありました

ら、どしどしお寄せください。

＊ライフステ－ジ

人の生涯における幼年期、児童期、青年期、壮

年期、老年期などのそれぞれの段階のこと

＊ライフプラン

生涯にわたって充実した人生を送るために、将

来の生活状況、環境の変化を予測する現在およ

び将来の人生設計のこと
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企画課　男女共同参画係　☎ 0978725161
　　　　kikaku@city.kunisaki.lg.jp

＊ ＊

　11月29日㈭、武渓保育所（清原とも子所長・42名）
で「ぶけい幼年消防クラブ」の結成式が行われまし
た。市内では14番目の幼年消防クラブとなります。
　国東幼少年女性防火委員会会長の國廣秀光消防
長のあいさつの後、㈶日本防火協会が宝くじの普及
広報事業費を財源として実施している助成事業を
活用して購入した鼓笛セットが、國廣消防長から清
原所長に贈られました。
　この後、クラブ員全員で「火の用心」の歌を
歌い合奏の後、「防火の誓い」を大きな声で宣誓

しました。
　式のあと、クラブ員たちは防火アニメを見て、さっ
そく火の用心につ
いて学びました。

　10月28日㈰、午前９時からアストくにさきで
「2007国東市消防フェスティバル」が、国東市・姫
島村の幼年、少年、女性消防クラブでつくる「国東
幼少年女性防火委員会」と㈶日本防火協会の共催
で開催されました。
　このフェスティバルは、市民の安全を図るため、
消防車両の展示やいろいろな体験を通して、危機
意識の高揚と消防への理解を深めてもらおうと開催
され、同消防クラブ員や同時開催の「第17回夢咲き
くにさきふるさとまつり」の来場者で賑わいました。
　消防車などの消防車両や住宅用火災報知器の展
示や、㈶日本防火協会の助成を受けて昨年購入した
煙体験ハウス「モクモクハウス」を使った避難訓練

などが行われ、参加した皆さんは、防火に対する理
解を深めました。

火遊びは絶対にしません！　武渓保育所で「ぶけい幼年消防クラブ」結成式

火の用心につとめます　国東保育園の園児が防火パレード

2007 国東市消防フェスティバル開催

　11月15日㈭に国東保育園の幼年消防クラブの
皆さんが市役所を訪れ、火の用心を呼びかけま
した。市役所前の駐車場で、鼓笛隊の演奏の後
「子どもの火遊びは絶対にしません。」とみんな
で元気よく野田侃生市長に防火を誓いました。
　この後、田深商店街を通って火の用心を呼び
かけながら、園児、保護者、消防関係者で防火
パレードを行いました。

▲救急隊員による応急
　手当の講習

◀高さ３メートル、長さ10メー
　トルに張られたロープを
　滑り降りる
　「わんぱくレインジャー」は
　子どもたちに大好評

▲贈られた鼓笛セットで「きらきら星」「お
　もちゃのちゃちゃちゃ」を演奏しました

◀國廣消防長から園児代表の都留歩美ちゃん
　と白石悠翔くんに防火法被（はっぴ）が贈られ
　ました
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みんなの顔が見えるまち じんけん学習会

　

武
蔵
の
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
子
ど
も

の
人
権
」
で
す
。
い
じ
め
、
虐
待
、
そ

の
他
以
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ

う
な
事
件
が
多
発
し
、
様
々
な
形
の
人

権
侵
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

糸
原
区
で
は
11
月
３
日
に
地
区
じ
ん

け
ん
学
習
会
を
実
施
し
、
ビ
デ
オ
「
子

ど
も
と
話
し
て
い
ま
す
か
」
を
視
聴
、

そ
の
後
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
自
由
討

議
を
し
ま
し
た
。
子
育
て
を
終
え
た
年

齢
層
が
多
く
、
そ
う
い
う
方
々
に
は

「
孫
や
ひ
孫
と
重
ね
合
わ
せ
て
見
て
く

だ
さ
い
」
と
上
映
前
に
お
願
い
し
て
鑑

賞
し
ま
し
た
が
、
各
グ
ル
ー
プ
で
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

〜
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

●
小
学
生
の
孫
が
私
と
し
て
は
許
せ
な

い
い
じ
め
を
し
ま
し
た
。「
ど
う
し

て
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の…

」
と
肩

を
つ
か
ん
で
何
度
も
揺
す
り
ま
し

た
。
す
る
と
私
は
自
然
に
涙
が
出
て

き
ま
し
た
。
子
ど
も
な
が
ら
何
か
を

感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
後
は

良
く
な
っ
た
ん
で
す…

。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
心
情
が
孫
に
伝

わ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
こ
そ
教
育
の

原
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

討
議
後
の
「
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
会
」

で
は
、
公
民
館
か
ら
美
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド

へ
約
３
㎞
を
小
学
生
か
ら
80
歳
ま
で
の

約
１
２
０
名
が
元
気
に
歩
き
ま
し
た
。

〜
こ
こ
で
す
ば
ら
し
い
情
景
が
〜

●
高
齢
の
男
性
が
杖
代
わ
り
に
自
転
車

を
押
し
て
参
加
し
て
ま
し
た
。
そ
ば

に
は
つ
か
ず
離
れ
ず
見
守
り
世
話
を

す
る
中
一
の
孫
娘
の
素
直
な
や
さ
し

い
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

心
温
ま
る
一
枚
の
絵
を
見
る
思
い
が

し
ま
し
た
。

　

目
的
地
に
着
く
と
、
熱
い
豚
汁
と
お

に
ぎ
り
が
待
っ
て
お
り
、
晩
秋
の
寒
さ

の
中
大
好
評
で
し
た
。
何
日
も
か
け
て

準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
健
や
か
会
、

婦
人
会
、
愛
育
班
、
そ
し
て
企
画
・
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
改

め
て
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域

ぐ
る
み
の
温
か
さ
や
思
い
や
り
が
人
権

の
根
幹
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
。

　

糸
原
地
区
人
権
教
育
担
当

瀧
口
和
男

地
区
学
習
会
と「
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
会
」

武 蔵安 岐

　

国
見
地
区
の
「
じ
ん
け
ん
学
習
会
」

は
、
本
年
度
か
ら
23
区
全
て
を
対
象
に

実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

昨
年
度
に
続
き
「
高
齢
者
問
題
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、「
尊
厳
を
否
定

す
る
虐
待
」
に
焦
点
を
当
て
た
学
習
会

を
開
催
。
５
年
前
か
ら
取
り
入
れ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
め
方
も
広
ま

り
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
し

た
積
極
的
な
話
し
合
い
が
多
く
の
会
場

で
も
展
開
さ
れ
た
。

―

参
加
者
の
主
な
発
言―

●
今
後
ま
す
ま
す
独
り
暮
ら
し
が

増
え
、
本
人
を
狙
っ
た
犯
罪
や

虐
待
が
多
発
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。

●「
年
寄
り
は
汚
い
。の
ろ
ま
だ
。

食
べ
物
の
味
が
違
う
。」
な
ど
、

日
常
的
に
耳
に
す
る
事
が
あ
る
。

●
高
齢
者
を
受
け
入
れ
な
い
と
す

る
発
言
は
、
や
が
て
差
別
や
虐

待
へ
と
進
展
す
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

●
高
齢
者
は
一
人
で
閉
じ
こ
も
ら

ず
、
皆
と
前
向
き
に
付
き
合
え

ば
、
未
然
に
防
止
で
き
る
の
で

は
。

●
常
日
頃
か
ら
、
親
子
間
・
近
隣
者
と

の
絆
を
深
め
る
手
だ
て
を
考
え
て
お

き
た
い
。

●
行
事
や
寄
り
合
い
の
場
で
、
若
い
人

達
の
考
え
方
や
意
見
を
聞
く
な
ど
前

向
き
の
姿
勢
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

　

難
し
い
課
題
、
と
受
け
止
め
ら
れ
た

感
も
あ
る
が
、
中
身
の
濃
い
発
言
や
ま

た
近
い
将
来
自
分
が
直
面
す
る
で
あ
ろ

う
高
齢
者
問
題
に
、
一
人
ひ
と
り
の
思

い
や
考
え
方
が
行
き
交
っ
た
学
習
会
で

あ
っ
た
。

文
責
・
国
見
教
育
事
務
所
　

泉
谷

生
き
が
い
を
も
っ
て

　
　
　

高
齢
者
が
住
む
ま
ち
づ
く
り

国  見

〜
人
権
侵
害
・
差
別
が
見
え
て
く
る
〜

　

「
ど
う
す
れ
ば
人
権･

同
和
問
題
を
自

ら
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
。」
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、『
人
権

感
覚
の
ア
ン
テ
ナ
』
に
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
「
差
別
は
い
け
な
い
」
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
人
権
侵
害
や
差
別
が
自
分
の
課

題
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
と
い
う
現

実
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ビ
デ
オ
視

聴
で
問
題
提
起
を
し
、
偏
見
や
差
別
、

人
権
侵
害
に
対
す
る
日
常
の
様
々
な
意

識
や
行
動
を
見
直
す
こ
と
で
、
人
権
・

同
和
問
題
が
自
分
自
身
の
問
題
で
あ
る

こ
と
に
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
偏
見
や
差
別
、
人
権
侵
害
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
学
び
合
う
た
め

に
、「
差
別
さ
れ
る
側
に
も
問
題
が
あ

る
と
い
う
意
見
・
考
え
方
」
や
『
知
ら

な
い
』『
見
え
な
い
』『
考
え
な
い
』
と

い
う
「
無
関
心
さ
」
の
問
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

人
権
感
覚
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
け
る
意
識
と

行
動
を
見
直
す
こ
と
は
、
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
共
生
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
第

一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

次
は
参
加
者
か
ら
の
意
見
で
す
。

●
い
じ
め
と
は
い
じ
め
る
側
が
勝
手
に

理
由
を
つ
く
り
一
方
的
に
行
わ
れ
る

場
合
が
多
い
。
い
じ
め
ら
れ
る
側
に

は
問
題
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
の
で

は
。

●
小
さ
な
こ
と
に
で
も
気
付
き
、
感
じ

て
、
見
つ
め
て
い
く
こ
と
は
、
と
て

も
難
し
い
。
そ
の
こ
と
に
気
付
く
た

め
に
も
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
お
か
な

い
と
い
け
な
い
。
人
権
感
覚
は
毎
日

の
生
活
の
中
で
磨
か
れ
て
い
か
な
け

れ
ば
育
た
な
い
。

●
ど
ん
な
人
の
心
に
も
差
別
を
す
る
心

は
あ
る
と
思
う
。
が
、
今
日
の
よ
う

な
学
習
会
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て

う
ろ
こ
が
は
が
れ
る
よ
う
に
自
分
の

心
に
気
付
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

文
責
・
安
岐
教
育
事
務
所
　

永
松

人
権
感
覚
の
ア
ン
テ
ナ
っ
て
？

　

国
東
で
は
人
権
に
関
す
る
学
習
を
と

お
し
て
、
人
権
・
同
和
問
題
の
課
題
を

正
し
く
認
識
し
、「
差
別
の
な
い
人
権

を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
誰
も
が
関
係
す

る
身
近
な
「
高
齢
者
の
人
権
問
題
」
を

テ
ー
マ
に
、
特
に
「
認
知
症
」
に
対
す

る
理
解
や
対
応
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。

主
な
意
見
　

そ
の
１

●
一
人
暮
ら
し（
独
居
老
人
）が
多
い
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
が
不
安

●
自
分
の
親
が
認
知
症
に
な
っ
た
場

合
、
面
倒
を
み
れ
る
か
不
安

●
誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
日
ご
ろ
か
ら
心
構
え
が
必
要

●
も
し
家
族
が
認
知
症
に
か
か
っ
た
ら

認
め
た
く
な
い
と
思
う
。
認
知
症
を

受
け
と
め
る
心
が
必
要
で
は

●
若
い
人
が
も
っ
と
高
齢
者
問
題
を
勉

強
し
て
ほ
し
い

●
高
齢
者
本
人
が
こ
う
し
た
い
、
こ
う

な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て

も
ら
う
の
が
よ
い

な
ど
、
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
た
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
意
見
　

そ
の
２

●
明
日
は
わ
が
身
を
意
識
し
、
地
域
で

対
応
す
べ
き

●
声
か
け
が
必
要
、
近
所
付
き
合
い
が

大
切
、
つ
な
が
り
を
密
に
す
る

●
高
齢
者
が
高
齢
者
を
み
て
い
る
の
が

現
実
、
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
を
使
い
見
守
り
た
い

●
仕
事
を
辞
め
て
看
る
こ
と
が
な
か
な

か
で
き
な
い
、
認
知
症
に
対
す
る
福

祉
の
充
実
が
肝
要

●
地
域
全
体
で
見
守
る
、
社
会
的
に
も

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ

れ
て
い
る

●
社
会
的
責
任
や
仕
事
が
な
く
な
る
と

認
知
症
が
進
む
た
め
活
動
の
場
を
つ

く
っ
て
あ
げ
る
」

な
ど
、
地
域
社
会
や
行
政
に
関
す
る
課

題
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
話
し
合
っ
た
内
容
を
今
後

に
活
か
す
よ
う
に
し
た
い
」、「
本
当
の

意
味
で
高
齢
者
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
？
」
と
言
う
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。文責･

国
東
市
生
涯
学
習
課
　

古
河

地
区
じ
ん
け
ん
学
習
会
を
と
お
し
て

国 東

▲武蔵町糸原区地区じんけん学習会
　歩いた後の楽しい会食

▲ギターの弾き語りで高齢者虐待解消の糸口をさぐった学習会

▲グループで討議を行う参加者

▲今回で４回目となる「高齢者の人権問題」について
　話し合う参加者（原地区）
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みんなの顔が見えるまち じんけん学習会

　

武
蔵
の
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
子
ど
も

の
人
権
」
で
す
。
い
じ
め
、
虐
待
、
そ

の
他
以
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ

う
な
事
件
が
多
発
し
、
様
々
な
形
の
人

権
侵
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

糸
原
区
で
は
11
月
３
日
に
地
区
じ
ん

け
ん
学
習
会
を
実
施
し
、
ビ
デ
オ
「
子

ど
も
と
話
し
て
い
ま
す
か
」
を
視
聴
、

そ
の
後
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
自
由
討

議
を
し
ま
し
た
。
子
育
て
を
終
え
た
年

齢
層
が
多
く
、
そ
う
い
う
方
々
に
は

「
孫
や
ひ
孫
と
重
ね
合
わ
せ
て
見
て
く

だ
さ
い
」
と
上
映
前
に
お
願
い
し
て
鑑

賞
し
ま
し
た
が
、
各
グ
ル
ー
プ
で
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

〜
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

●
小
学
生
の
孫
が
私
と
し
て
は
許
せ
な

い
い
じ
め
を
し
ま
し
た
。「
ど
う
し

て
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の…

」
と
肩

を
つ
か
ん
で
何
度
も
揺
す
り
ま
し

た
。
す
る
と
私
は
自
然
に
涙
が
出
て

き
ま
し
た
。
子
ど
も
な
が
ら
何
か
を

感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
後
は

良
く
な
っ
た
ん
で
す…

。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
心
情
が
孫
に
伝

わ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
こ
そ
教
育
の

原
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

討
議
後
の
「
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
会
」

で
は
、
公
民
館
か
ら
美
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド

へ
約
３
㎞
を
小
学
生
か
ら
80
歳
ま
で
の

約
１
２
０
名
が
元
気
に
歩
き
ま
し
た
。

〜
こ
こ
で
す
ば
ら
し
い
情
景
が
〜

●
高
齢
の
男
性
が
杖
代
わ
り
に
自
転
車

を
押
し
て
参
加
し
て
ま
し
た
。
そ
ば

に
は
つ
か
ず
離
れ
ず
見
守
り
世
話
を

す
る
中
一
の
孫
娘
の
素
直
な
や
さ
し

い
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

心
温
ま
る
一
枚
の
絵
を
見
る
思
い
が

し
ま
し
た
。

　

目
的
地
に
着
く
と
、
熱
い
豚
汁
と
お

に
ぎ
り
が
待
っ
て
お
り
、
晩
秋
の
寒
さ

の
中
大
好
評
で
し
た
。
何
日
も
か
け
て

準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
健
や
か
会
、

婦
人
会
、
愛
育
班
、
そ
し
て
企
画
・
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
改

め
て
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域

ぐ
る
み
の
温
か
さ
や
思
い
や
り
が
人
権

の
根
幹
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
。

　

糸
原
地
区
人
権
教
育
担
当

瀧
口
和
男

地
区
学
習
会
と「
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
会
」

武 蔵安 岐

　

国
見
地
区
の
「
じ
ん
け
ん
学
習
会
」

は
、
本
年
度
か
ら
23
区
全
て
を
対
象
に

実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

昨
年
度
に
続
き
「
高
齢
者
問
題
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、「
尊
厳
を
否
定

す
る
虐
待
」
に
焦
点
を
当
て
た
学
習
会

を
開
催
。
５
年
前
か
ら
取
り
入
れ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
め
方
も
広
ま

り
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
し

た
積
極
的
な
話
し
合
い
が
多
く
の
会
場

で
も
展
開
さ
れ
た
。

―

参
加
者
の
主
な
発
言―

●
今
後
ま
す
ま
す
独
り
暮
ら
し
が

増
え
、
本
人
を
狙
っ
た
犯
罪
や

虐
待
が
多
発
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。

●「
年
寄
り
は
汚
い
。の
ろ
ま
だ
。

食
べ
物
の
味
が
違
う
。」
な
ど
、

日
常
的
に
耳
に
す
る
事
が
あ
る
。

●
高
齢
者
を
受
け
入
れ
な
い
と
す

る
発
言
は
、
や
が
て
差
別
や
虐

待
へ
と
進
展
す
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

●
高
齢
者
は
一
人
で
閉
じ
こ
も
ら

ず
、
皆
と
前
向
き
に
付
き
合
え

ば
、
未
然
に
防
止
で
き
る
の
で

は
。

●
常
日
頃
か
ら
、
親
子
間
・
近
隣
者
と

の
絆
を
深
め
る
手
だ
て
を
考
え
て
お

き
た
い
。

●
行
事
や
寄
り
合
い
の
場
で
、
若
い
人

達
の
考
え
方
や
意
見
を
聞
く
な
ど
前

向
き
の
姿
勢
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

　

難
し
い
課
題
、
と
受
け
止
め
ら
れ
た

感
も
あ
る
が
、
中
身
の
濃
い
発
言
や
ま

た
近
い
将
来
自
分
が
直
面
す
る
で
あ
ろ

う
高
齢
者
問
題
に
、
一
人
ひ
と
り
の
思

い
や
考
え
方
が
行
き
交
っ
た
学
習
会
で

あ
っ
た
。

文
責
・
国
見
教
育
事
務
所
　

泉
谷

生
き
が
い
を
も
っ
て

　
　
　

高
齢
者
が
住
む
ま
ち
づ
く
り

国  見

〜
人
権
侵
害
・
差
別
が
見
え
て
く
る
〜

　

「
ど
う
す
れ
ば
人
権･

同
和
問
題
を
自

ら
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
。」
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、『
人
権

感
覚
の
ア
ン
テ
ナ
』
に
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
「
差
別
は
い
け
な
い
」
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
人
権
侵
害
や
差
別
が
自
分
の
課

題
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
と
い
う
現

実
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ビ
デ
オ
視

聴
で
問
題
提
起
を
し
、
偏
見
や
差
別
、

人
権
侵
害
に
対
す
る
日
常
の
様
々
な
意

識
や
行
動
を
見
直
す
こ
と
で
、
人
権
・

同
和
問
題
が
自
分
自
身
の
問
題
で
あ
る

こ
と
に
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
偏
見
や
差
別
、
人
権
侵
害
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
学
び
合
う
た
め

に
、「
差
別
さ
れ
る
側
に
も
問
題
が
あ

る
と
い
う
意
見
・
考
え
方
」
や
『
知
ら

な
い
』『
見
え
な
い
』『
考
え
な
い
』
と

い
う
「
無
関
心
さ
」
の
問
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

人
権
感
覚
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
け
る
意
識
と

行
動
を
見
直
す
こ
と
は
、
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
共
生
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
第

一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

次
は
参
加
者
か
ら
の
意
見
で
す
。

●
い
じ
め
と
は
い
じ
め
る
側
が
勝
手
に

理
由
を
つ
く
り
一
方
的
に
行
わ
れ
る

場
合
が
多
い
。
い
じ
め
ら
れ
る
側
に

は
問
題
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
の
で

は
。

●
小
さ
な
こ
と
に
で
も
気
付
き
、
感
じ

て
、
見
つ
め
て
い
く
こ
と
は
、
と
て

も
難
し
い
。
そ
の
こ
と
に
気
付
く
た

め
に
も
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
お
か
な

い
と
い
け
な
い
。
人
権
感
覚
は
毎
日

の
生
活
の
中
で
磨
か
れ
て
い
か
な
け

れ
ば
育
た
な
い
。

●
ど
ん
な
人
の
心
に
も
差
別
を
す
る
心

は
あ
る
と
思
う
。
が
、
今
日
の
よ
う

な
学
習
会
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て

う
ろ
こ
が
は
が
れ
る
よ
う
に
自
分
の

心
に
気
付
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

文
責
・
安
岐
教
育
事
務
所
　

永
松

人
権
感
覚
の
ア
ン
テ
ナ
っ
て
？

　

国
東
で
は
人
権
に
関
す
る
学
習
を
と

お
し
て
、
人
権
・
同
和
問
題
の
課
題
を

正
し
く
認
識
し
、「
差
別
の
な
い
人
権

を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
誰
も
が
関
係
す

る
身
近
な
「
高
齢
者
の
人
権
問
題
」
を

テ
ー
マ
に
、
特
に
「
認
知
症
」
に
対
す

る
理
解
や
対
応
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。

主
な
意
見
　

そ
の
１

●
一
人
暮
ら
し（
独
居
老
人
）が
多
い
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
が
不
安

●
自
分
の
親
が
認
知
症
に
な
っ
た
場

合
、
面
倒
を
み
れ
る
か
不
安

●
誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
日
ご
ろ
か
ら
心
構
え
が
必
要

●
も
し
家
族
が
認
知
症
に
か
か
っ
た
ら

認
め
た
く
な
い
と
思
う
。
認
知
症
を

受
け
と
め
る
心
が
必
要
で
は

●
若
い
人
が
も
っ
と
高
齢
者
問
題
を
勉

強
し
て
ほ
し
い

●
高
齢
者
本
人
が
こ
う
し
た
い
、
こ
う

な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て

も
ら
う
の
が
よ
い

な
ど
、
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
た
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
意
見
　

そ
の
２

●
明
日
は
わ
が
身
を
意
識
し
、
地
域
で

対
応
す
べ
き

●
声
か
け
が
必
要
、
近
所
付
き
合
い
が

大
切
、
つ
な
が
り
を
密
に
す
る

●
高
齢
者
が
高
齢
者
を
み
て
い
る
の
が

現
実
、
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
を
使
い
見
守
り
た
い

●
仕
事
を
辞
め
て
看
る
こ
と
が
な
か
な

か
で
き
な
い
、
認
知
症
に
対
す
る
福

祉
の
充
実
が
肝
要

●
地
域
全
体
で
見
守
る
、
社
会
的
に
も

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ

れ
て
い
る

●
社
会
的
責
任
や
仕
事
が
な
く
な
る
と

認
知
症
が
進
む
た
め
活
動
の
場
を
つ

く
っ
て
あ
げ
る
」

な
ど
、
地
域
社
会
や
行
政
に
関
す
る
課

題
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
話
し
合
っ
た
内
容
を
今
後

に
活
か
す
よ
う
に
し
た
い
」、「
本
当
の

意
味
で
高
齢
者
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
？
」
と
言
う
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。文責･

国
東
市
生
涯
学
習
課
　

古
河

地
区
じ
ん
け
ん
学
習
会
を
と
お
し
て

国 東

▲武蔵町糸原区地区じんけん学習会
　歩いた後の楽しい会食

▲ギターの弾き語りで高齢者虐待解消の糸口をさぐった学習会

▲グループで討議を行う参加者

▲今回で４回目となる「高齢者の人権問題」について
　話し合う参加者（原地区）
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平成18年度　基本健診受診状況

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000（人）
0～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90～94歳
95～99歳

健診受診者

国保加入者

国東市人口

　40歳から74歳の国
保加入者の60.3％の
人が市主催の健診を受
けています

　40歳以上の人では
54.2％の人が受診し
ています

高
血
圧

高
血
圧

高
血
糖

高
血
糖

高
中
性
脂
肪

高
中
性
脂
肪

高
尿
酸

高
尿
酸

内臓脂肪

問い合わせ
　国見図書館　　　　☎0978-82-1585
　くにさき図書館　　☎0978-72-3500
　武蔵図書館　　　　☎0978-69-0946
　安岐図書館　　　　☎0978-67-3551
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日 月 火 水 木 金 土

は

12図書館カレンダー 月

■ 新着図書のご紹介

28日㈮は資料整理のため、
29日㈯～31㈪は年末のため休館です。

◆国見図書館
　おはなしひろば
　15日㈯　午前９時30分～
　22日㈯　午前９時30分～
　　　　　竹田津改善センター
◆くにさき図書館
　おはなし会　９日㈰　午前10時30分～
　クリスマス会　24日㈪　午後２時～
　冬休み子ども映画会
　26日㈬　午後２時～
◆武蔵図書館
　おはなしのへや
　５日㈬　午後３時30分～
　19日㈬　午後３時30分～
　移動図書館
　13日㈭　午後１時～１時30分
　　　　　武蔵西小学校
　20日㈭　午後１時30分～２時
　　　　　吉広地区
　出前おはなし会inすこやか館
　14日㈮　午後３時30分～　すこやか館
◆安岐図書館
　クリスマス会　８日㈯　午前10時30分～

　森の奥に住む魔女は、毎日、魔法の練習もせず、魔法の鏡に向か
って自分の顔の文句ばかり言っていました。魔法の鏡は友達として、
魔女を励ましつつ魔法の練習をするように注意していました。注意
を疎ましく思った魔女は鏡に「鏡と友達になれるわけがない！」と言
います。悲しんだ鏡は割れてしまい魔女は魔法を使えなくなってし
まいます。
　「鏡よ鏡…」とても有名なフレーズ。魔女と鏡は切り離せない仲の
ような気がします。この話の魔女は鏡を失って初めてそのことに気
が付きます。魔女の寂しさや、少しずつ変わっていく表情などを描
いたささめやゆきさんの挿絵も素敵な絵本です。

　今年２月に出版された『おさるのサヤカはお母さん』という本を
ご記憶の方もいらっしゃるのではないでしょうか。そのサヤカのこ
とを子どもたちにも知ってもらいたい！と児童向けに出版された本
をご紹介します。
　高崎山のサル「サヤカ」は生まれながらにして両手が曲がってい
る障害を持っていました。無事に大きくなれるだろうか…みんなの
心配をよそに、ゆっくりではありますが、ふつうのサルと同じように
恋をし、妊娠しました。しかし、残念なことに初めての出産は悲しい
結果に終わります。
　命がけで挑んだ二度目の出産で赤ちゃんを授かりました。手の不
自由なサヤカの子育ては、仲間と違う知恵や工夫がいっぱいです。
　命を産み育てることの厳しさ、そして感動が伝わる一冊です。

　「ふろしきをバッグに？」と思われるかもしれませんが、実は今、
話題の使い方です。
　その魅力は、“バッグでは味わえない楽しさ”にあるそうです。バ
ッグは形を変えることができませんが、ふろしきは自由自在。中身に
合わせて、かた結びでむすぶだけで、ショルダーバッグ、仕事のバッ
グ、お買い物のエコバッグと早がわり！　そんな32通りが紹介され
ています。
　最後の方には、いろんな柄のカラフルなふろしきがのっていて、
思わず私だけの愛用ふろしきを持ちたくなります。まずは、エコバッ
グとして、いかがですか。カバンに一枚入れておけば、寒いときはス
カーフの代わりにもなりますよ。

　もし、突然、英語で日本のことを説明しなくてはいけなくなったら
…自分だったら、うまく言葉がでてこなくてもどかしい気持ちにな
るのではないかと思います。そんな時に、大変効きそうなのが、この
本です。
　「油揚げ」はfried bean curd、「こたつ」はfoot wamer、相撲の「押
し出し」はpushing outと訳すそうです。なるほど！　そのほかに
も、便利な日本語「どうも」や「ちょっと」の使いこなし、日本人の
習性や、伝統芸能や料理の説明から、折り紙の折り方、昔ばなしま
で、内容は盛りだくさんです。海外旅行に行く前や、外国のお客さ
んが来る前に読んでおくと、日本のことをちゃんと伝えられそうで
す。もちろん、ただ眺めてもおもしろい本ですよ。

図書館
だより

開館時間 午前10時～午後６時

く に さ き 図 書 館

国 見 図 書 館

武 蔵 図 書 館

安 岐 図 書 館

湯本香樹実（著）
「魔女の森の友だち」

島田和子（文）
「不自由な手でだきしめて」

山田悦子
「結んでつくる　ふろしきバッグ」

桑原功次（著）
「英語で紹介する日本」

■ 図書館行事のご案内

※詳しい新着情報は、20日以降に回覧される図書館報「どくいち」をご覧ください。

国東市民の健康実態は？
どうなっているの？

　左図の氷山のように、高度の肥満ではないが、ウ
エスト径が増加し、糖尿病ではないが、血糖値がや
や高く、血圧もやや高く、軽度の高脂血症があると
いう具合に、リスクの重なりをもつ状態のことをメタ
ボリックシンドロームといいます。
　このような状態の人は気づかないうちに動脈硬化
が進みやすくなり、ある日突然血管病（心筋梗塞や
狭心症、脳血管疾患等）になる可能性が高くなりま
す。
　先月号でもお知らせしたように、内臓脂肪を減少
させれば血管病は予防することができるのです。し

かし、逆に水面下の氷山である内臓脂肪を減少させなければ、血管病は改善できません。
　決して、今からでも遅くはありません。家庭で、職場で、地域で内臓脂肪を減少させるための行動
を起こしましょう。

国東市の住民健診の実態はどうなっているのでしょうか？
　自覚症状がないのがメタボリックシンドロームの特徴です。その自覚症
状が出る前に自分の身体の状況を知ることができるのは健診だけです。
　では国東市ではどのくらいの方が健診を受けているでしょうか？

第　回5

保健のページ

内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）が注目されるわけ

次回はこの健診を受けた方たちの検査結果の統計についてお知らせします。予 告

休館日
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●国東市役所
　（国東総合支所）
　☎（0978）72-1111㈹

●国見総合支所
　☎（0978）82-1111㈹

●武蔵総合支所
　☎（0978）68-1111㈹

●安岐総合支所
　☎（0978）67-1111㈹

●国東市消防本部
　☎（0978）72-1101

●国東市民病院
　☎（0978）67-1211㈹

ひとのうごき（10月31日現在）
　男　　16,298人（0）
　女　　17,851人（△2）
　計　　34,149人（△2）
世帯数　13,641世帯（8）

KUNISAKI

情

報

情

報

くらしの

コーナー

くらしの

コーナー

12月の納税：固定資産税（３期）、国民健康保険税（９期）、介護保険料（７期）
納期限は12月25日（火） 問い合わせ　税務課　☎０９７８‐７２‐５１６２
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歳
）

　
　
　

国
見
町
向
田

　
　
　
　
　

吉
岡
　
　

健
（
72
歳
）

　
　
　

国
東
町
小
原

　
　
　
　
　

鎌
田
　

美
子
（
87
歳
）

３
日
　

安
岐
町
下
山
口

　
　
　
　
　

小
玉
ミ
チ
コ
（
91
歳
）

４
日
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

山
際
ク
ミ
ヱ
（
94
歳
）

　
　
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

前
田
　

文
子
（
87
歳
）

　
　
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

田
尻
　

道
雄
（
90
歳
）

５
日
　

国
東
町
安
国
寺

　
　
　
　
　

山
住
ユ
リ
コ
（
84
歳
）

　
　
　

国
東
町
田
深

　
　
　
　
　

濱
川
　

重
光
（
84
歳
）

６
日
　

武
蔵
町
古
市

　
　
　
　
　

中
野
　
　

正
（
84
歳
）

　
　
　

安
岐
町
山
浦

　
　
　
　
　

渡
邉
　

英
麿
（
75
歳
）

７
日
　

安
岐
町
塩
屋

　
　
　
　
　

堀
　
　

春
市
（
81
歳
）

　
　
　

武
蔵
町
古
市

　
　
　
　
　

奈
須
知
惠
子
（
83
歳
）

８
日
　

安
岐
町
下
原

　
　
　
　
　

清
成
　

煉
三
（
81
歳
）

９
日
　

武
蔵
町
手
野

　
　
　
　

宇
都
宮
喜
代
子
（
88
歳
）

10
日
　

国
見
町
西
方
寺

　
　
　
　
　

小
野
ミ
ツ
コ
（
93
歳
）

　
　
　

国
見
町
大
熊
毛

　
　
　
　
　

箕
迫
　

行
雄
（
78
歳
）

　
　
　

安
岐
町
成
久

　
　
　
　
　

小
俣
　

康
男
（
83
歳
）

　
　
　

安
岐
町
下
原

　
　
　
　
　

河
野
　

武
勝
（
89
歳
）

　
　
　

国
東
町
成
仏

　
　
　
　
　

久
保
　

晴
男
（
83
歳
）

11
日
　

安
岐
町
西
本

　
　
　
　
　

本
多
　

鹿
雄
（
75
歳
）

　
　
　

安
岐
町
下
山
口

　
　
　
　
　

木
田
　

文
子
（
67
歳
）

12
日
　

国
東
町
川
原

　
　
　
　
　

結
城
　

吉
弘
（
72
歳
）

13
日
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

田
中
カ
ズ
コ
（
86
歳
）

　
　
　

国
東
町
岩
戸
寺

　
　
　
　
　

櫻
木
　

シ
ノ
（
88
歳
）

14
日
　

安
岐
町
馬
場

　
　
　
　
　

藤
𠩤
　

勝
美
（
95
歳
）

　
　
　

国
東
町
治
郎
丸

　
　
　
　
　

小
山
田
初
子
（
83
歳
）

10
月
　

24
日
　

武
蔵
町
手
野
　
　

清
里
　

龍
二
（
一
久
・
エ
リ
カ
）

　
　
　

26
日
　

安
岐
町
朝
来
　
　

秋
𠮷
優
衣
香
（
喬
之
・
留
美
子
）

　
　
　

27
日
　

安
岐
町
馬
場
　
　

奥
田
　

夢
彩
（
将
悟
・
美
沙
希
）

11
月
　

４
日
　

国
東
町
赤
松
　
　

長
田
龍
太
郎
（
義
宏
・
裕
美
）

　
　
　

５
日
　

武
蔵
町
糸
原
　
　

松
山
　

心
美
（
沙
樹
・
美
幸
）

　
　
　

７
日
　

安
岐
町
富
清
　
　

河
野
　
　

楓
（
武
士
・
め
ぐ
み
）

　
　
　
　
　
　

安
岐
町
富
清
　
　

河
野
　
　

雅
（
武
士
・
め
ぐ
み
）

（
　
　

）
内
は
保
護
者
の
名
前
（
11
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
!

お
誕
生
お
め
で
と
う
!　
（
敬
称
略
）

あ

ゆた
ろ
う

り
ゅ
う

み
や
び

み

こ
こ い

か

ゆ

じ

り
ゅ
うか

え
で

登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間
　

12
月
17
日
㈪
〜
平
成
20

年
１
月
15
日
㈫

試
験
日
　

平
成
20
年
２
月
３
日
㈰

問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
人
事
課

☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
３
１
１

http://w
w
w
.pref.oita.jp/11200/rinji

 

平
成
19
年
度 

下
水
道
排
水
設
備

 

工
事
責
任
技
術
者
試
験

日
時
　

平
成
20
年
２
月
24
日
㈰

　
　
　

午
後
０
時
50
分
か
ら
３
時

場
所
　

大
分
県
教
育
会
館

受
験
資
格

試
験
日
に
お
い
て
満
20
歳
以
上
で
、

次
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
排
水
設
備

工
事
な
ど
の
設
計
又
は
施
工
の
実
務

経
験
（
土
木
、
建
築
、
設
備
、
衛
生
工

学
科
な
ど
を
卒
業
し
た
人
は
２
年
、

そ
の
他
の
は
３
年
）
を
有
す
る
人

②
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
又
は

施
工
に
関
し
、
５
年
以
上
の
実
務
経

験
を
有
す
る
人

③
専
修
学
校
な
ど
に
お
い
て
土
木
課

程
を
終
了
し
た
人
、
及
び
公
共
職
業

訓
練
施
設
に
お
い
て
配
管
科
を
修
了

し
た
人
で
、
２
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
人

受
付
期
間

平
成
20
年
１
月
７
日
㈪
〜
21
日
㈪

受
験
手
数
料
　

５
、
０
０
０
円

そ
の
他 

受
験
申
し
込
み
は
、
12
月

11
日
㈫
か
ら
市
役
所
上
下
水
道
課
及

び
各
総
合
支
所
地
域
建
設
課
で
配
布

申
込
・
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課

☎
０
９
７
８
72
５
１
９
７

国
見
総
合
支
所
地
域
建
設
課

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
４

武
蔵
総
合
支
所
地
域
建
設
課

☎
０
９
７
８
68
１
９
７
１

安
岐
総
合
支
所
地
域
建
設
課

☎
０
９
７
８
67
１
１
１
９

 

し
い
た
け
応
援
隊
員
の
募
集

 

あ
な
た
も
「
日
本
一
の
大
分
し
い
た
け
」

 

の
応
援
隊
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

県
内
の
椎
茸
生
産
地
で
短
期
に
作

業
応
援
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

椎
茸
採
り
・
駒
打
ち
な
ど
コ
ツ
を
つ

か
め
ば
誰
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
作

業
で
す
が
、
山
仕
事
で
す
。
心
身
と

も
に
健
康
な
方
を
大
募
集
し
ま
す
。

 

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

 

子
ど
も
た
ち
は

 

家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
求
め
て
い
ま
す

　

里
親
と
は
、
親
の
病
気
や
離
婚
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
、

家
庭
で
生
活
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど

も
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
迎
え
入

れ
、
愛
情
と
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
養

育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

子
ど
も
が
大
好
き
で
、
健
康
的
で
明

る
い
家
庭
で
あ
れ
ば
里
親
に
な
る
の

に
特
別
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
養

育
を
お
願
い
す
る
期
間
は
数
日
間
か

ら
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

児
童
擁
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
児
童
を
、
盆
や
正
月
に
短
期
間

預
か
る
「
ト
ラ
イ
ア
ル
里
親
」
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

催
し

募
集

試
験

お
知
ら
せ

燃
え
な
い
ご
み

　

年
末
は
通
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

　

年
始
（
平
成
20
年
１
月
１
日
㈫
〜

３
日
㈭
）
は
収
集
を
し
ま
せ
ん
。
１

月
１
日
㈫
の
収
集
地
区
は
１
月
４
日

㈮
に
、
１
月
２
日
㈬
・
３
日
㈭
の
収
集

地
区
は
１
月
５
日
㈯
に
収
集
し
ま
す
。

お
願
い
　

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
類

し
、
収
集
日
の
朝
（
午
前
８
時
ま

で
）、
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
集
積
所
）

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
集
積
所
）
に
出
さ

れ
た
ご
み
を
持
ち
出
し
た
り
、
荒
ら

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
を
減
ら
す
努
力
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

一
般
家
庭
ご
み
の
焼
却
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
燃
や
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
を
や
め
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
　

環
境
衛
生
課

☎
０
９
７
８
72
９
０
０
１

 

無
料
相
談
会

日
時
　

12
月
19
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

大
分
市
　

大
分
県
行
政
書
士
会

相
談
内
容
　

遺
言
・
遺
産
相
続
、
成

年
後
見
、
不
動
産
関
連
、
そ
の
他
生

活
に
お
け
る
悩
み
事
な
ど

問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
行
政
書
士
会

事
務
局
　

☎
・
F
A
X 

０
９
７‐

５
３
７‐

７
０
８
９

相
談

福
祉

問
い
合
わ
せ

大
分
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
９
７‐

５
４
４‐

２
０
１
６

　平成19年工業統計調査を12月31日現在で行いま
す。
　調査の実施にあたっては、本年12月から来年１
月にかけて調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容につい
ては、統計法に基づき秘密が厳守されますので、
正確なご記入をお願いします。

経済産業省・大分県・国東市

応
援
ま
で
の
流
れ

①
申
し
込
み
後
、
地
区
説
明
会
を
経

て
、
県
と
大
分
県
椎
茸
農
協
が
実
施

す
る
研
修
を
受
け
る
。

②
椎
茸
農
協
に
隊
員
登
録
す
る
。
　

③
紹
介
を
受
け
て
作
業
応
援
す
る
。

申
込
方
法
　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵

便
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
地

区
説
明
会
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
締
切
　

12
月
28
日
㈮

留
意
事
項
　

研
修
、
登
録
、
紹
介
は

無
料
で
す
。
研
修
修
了
者
の
活
動
に

は
最
低
賃
金
を
保
証
し
ま
す
。（
時

給
６
２
０
円
）。

　

５
年
以
上
の
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

大
分
県
東
部
振
興
局
生
産
流
通
部
　

☎
０
９
７
８
72
１
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
７
８
72
１
２
４
２

 

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

燃
え
る
ご
み

　

年
末
は
通
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

　

年
始
（
平
成
20
年
１
月
１
日
㈫
〜

１
月
３
日
㈭
）
は
収
集
を
し
ま
せ

ん
。

製造事業所の皆様へ

統計調査にご協力ください
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●国東市役所
　（国東総合支所）
　☎（0978）72-1111㈹

●国見総合支所
　☎（0978）82-1111㈹

●武蔵総合支所
　☎（0978）68-1111㈹

●安岐総合支所
　☎（0978）67-1111㈹

●国東市消防本部
　☎（0978）72-1101

●国東市民病院
　☎（0978）67-1211㈹

ひとのうごき（10月31日現在）
　男　　16,298人（0）
　女　　17,851人（△2）
　計　　34,149人（△2）
世帯数　13,641世帯（8）

KUNISAKI

情

報

情

報

くらしの

コーナー

くらしの

コーナー

12月の納税：固定資産税（３期）、国民健康保険税（９期）、介護保険料（７期）
納期限は12月25日（火） 問い合わせ　税務課　☎０９７８‐７２‐５１６２

 

 

第
４
回
夢
気
球
コ
ン
サ
ー
ト

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
将

来
安
心
し
て
地
元
で
働
け
る
施
設
の

設
置
を
め
ざ
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時
　

12
月
22
日
㈯
　

午
後
２
時
〜 

場
所
　

ア
ス
ト
く
に
さ
き

　
　
　

ア
ス
ト
ホ
ー
ル

入
場
料

お
と
な
　

１
、
０
０
０
円

（
当
日
　

１
、
２
０
０
円
）

高
校
生
以
下
　

５
０
０
円

出
演
　

夢
気
球
バ
ン
ド
、

　
　
　

糸
口
学
園
糸
口
太
鼓

問
い
合
わ
せ

夢
気
球
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
　

橋
永
　

☎
０
９
７
８
72
１
４
８
６

 

く
に
さ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

 

神
社
・
仏
閣
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

参
加
者
募
集

　

く
に
さ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
仏
の
里
く
に
さ
き
」

の
伝
統
文
化
を
守
り
、
継
承
す
る
た

め
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、
歴
史

の
学
習
や
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
12
月
15
日
㈯
に
『
桜
八

幡
神
社
』
の
清
掃
を
下
記
日
程
で
行

い
ま
す
。「
く
に
さ
き
」
の
財
産
を
再

確
認
し
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　

12
月
15
日
㈯
　

午
前
９
時
〜

11
時
　

※

雨
天
時
は
屋
内
清
掃

場
所
　

国
東
町
鶴
川
　

桜
八
幡
神
社

参
加
対
象
　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
容
　

桜
八
幡
神
社
の
清
掃
（
軍
手

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

く
に
さ
き
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
０
９
７
８
72
２
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
８
72
４
０
７
０

 

大
分
県
臨
時
職
員
採
用
候
補
者

 

名
簿
登
録
試
験

　

大
分
県
で
は
、
県
の
本
庁
及
び
県

内
地
方
機
関
に
お
い
て
事
務
補
助
を

行
う
臨
時
職
員
の
採
用
候
補
者
名
簿

（
11
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　
（
敬
称
略
）

11
月

１
日
　

武
蔵
町
麻
田

　
　
　
　
　

光
本
ヒ
サ
ヱ
（
85
歳
）

２
日
　

国
東
町
横
手

　
　
　
　

佐
加
良
サ
ツ
キ
（
85
歳
）

　
　
　

国
見
町
向
田

　
　
　
　
　

吉
岡
　
　

健
（
72
歳
）

　
　
　

国
東
町
小
原

　
　
　
　
　

鎌
田
　

美
子
（
87
歳
）

３
日
　

安
岐
町
下
山
口

　
　
　
　
　

小
玉
ミ
チ
コ
（
91
歳
）

４
日
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

山
際
ク
ミ
ヱ
（
94
歳
）

　
　
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

前
田
　

文
子
（
87
歳
）

　
　
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

田
尻
　

道
雄
（
90
歳
）

５
日
　

国
東
町
安
国
寺

　
　
　
　
　

山
住
ユ
リ
コ
（
84
歳
）

　
　
　

国
東
町
田
深

　
　
　
　
　

濱
川
　

重
光
（
84
歳
）

６
日
　

武
蔵
町
古
市

　
　
　
　
　

中
野
　
　

正
（
84
歳
）

　
　
　

安
岐
町
山
浦

　
　
　
　
　

渡
邉
　

英
麿
（
75
歳
）

７
日
　

安
岐
町
塩
屋

　
　
　
　
　

堀
　
　

春
市
（
81
歳
）

　
　
　

武
蔵
町
古
市

　
　
　
　
　

奈
須
知
惠
子
（
83
歳
）

８
日
　

安
岐
町
下
原

　
　
　
　
　

清
成
　

煉
三
（
81
歳
）

９
日
　

武
蔵
町
手
野

　
　
　
　

宇
都
宮
喜
代
子
（
88
歳
）

10
日
　

国
見
町
西
方
寺

　
　
　
　
　

小
野
ミ
ツ
コ
（
93
歳
）

　
　
　

国
見
町
大
熊
毛

　
　
　
　
　

箕
迫
　

行
雄
（
78
歳
）

　
　
　

安
岐
町
成
久

　
　
　
　
　

小
俣
　

康
男
（
83
歳
）

　
　
　

安
岐
町
下
原

　
　
　
　
　

河
野
　

武
勝
（
89
歳
）

　
　
　

国
東
町
成
仏

　
　
　
　
　

久
保
　

晴
男
（
83
歳
）

11
日
　

安
岐
町
西
本

　
　
　
　
　

本
多
　

鹿
雄
（
75
歳
）

　
　
　

安
岐
町
下
山
口

　
　
　
　
　

木
田
　

文
子
（
67
歳
）

12
日
　

国
東
町
川
原

　
　
　
　
　

結
城
　

吉
弘
（
72
歳
）

13
日
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

田
中
カ
ズ
コ
（
86
歳
）

　
　
　

国
東
町
岩
戸
寺

　
　
　
　
　

櫻
木
　

シ
ノ
（
88
歳
）

14
日
　

安
岐
町
馬
場

　
　
　
　
　

藤
𠩤
　

勝
美
（
95
歳
）

　
　
　

国
東
町
治
郎
丸

　
　
　
　
　

小
山
田
初
子
（
83
歳
）

10
月
　

24
日
　

武
蔵
町
手
野
　
　

清
里
　

龍
二
（
一
久
・
エ
リ
カ
）

　
　
　

26
日
　

安
岐
町
朝
来
　
　

秋
𠮷
優
衣
香
（
喬
之
・
留
美
子
）

　
　
　

27
日
　

安
岐
町
馬
場
　
　

奥
田
　

夢
彩
（
将
悟
・
美
沙
希
）

11
月
　

４
日
　

国
東
町
赤
松
　
　

長
田
龍
太
郎
（
義
宏
・
裕
美
）

　
　
　

５
日
　

武
蔵
町
糸
原
　
　

松
山
　

心
美
（
沙
樹
・
美
幸
）

　
　
　

７
日
　

安
岐
町
富
清
　
　

河
野
　
　

楓
（
武
士
・
め
ぐ
み
）

　
　
　
　
　
　

安
岐
町
富
清
　
　

河
野
　
　

雅
（
武
士
・
め
ぐ
み
）

（
　
　

）
内
は
保
護
者
の
名
前
（
11
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
!

お
誕
生
お
め
で
と
う
!　
（
敬
称
略
）

あ

ゆた
ろ
う

り
ゅ
う

み
や
び

み

こ
こ い

か

ゆ

じ

り
ゅ
うか

え
で

登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間
　

12
月
17
日
㈪
〜
平
成
20

年
１
月
15
日
㈫

試
験
日
　

平
成
20
年
２
月
３
日
㈰

問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
人
事
課

☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
３
１
１

http://w
w
w
.pref.oita.jp/11200/rinji

 

平
成
19
年
度 

下
水
道
排
水
設
備

 

工
事
責
任
技
術
者
試
験

日
時
　

平
成
20
年
２
月
24
日
㈰

　
　
　

午
後
０
時
50
分
か
ら
３
時

場
所
　

大
分
県
教
育
会
館

受
験
資
格

試
験
日
に
お
い
て
満
20
歳
以
上
で
、

次
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
排
水
設
備

工
事
な
ど
の
設
計
又
は
施
工
の
実
務

経
験
（
土
木
、
建
築
、
設
備
、
衛
生
工

学
科
な
ど
を
卒
業
し
た
人
は
２
年
、

そ
の
他
の
は
３
年
）
を
有
す
る
人

②
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
又
は

施
工
に
関
し
、
５
年
以
上
の
実
務
経

験
を
有
す
る
人

③
専
修
学
校
な
ど
に
お
い
て
土
木
課

程
を
終
了
し
た
人
、
及
び
公
共
職
業

訓
練
施
設
に
お
い
て
配
管
科
を
修
了

し
た
人
で
、
２
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
人

受
付
期
間

平
成
20
年
１
月
７
日
㈪
〜
21
日
㈪

受
験
手
数
料
　

５
、
０
０
０
円

そ
の
他 

受
験
申
し
込
み
は
、
12
月

11
日
㈫
か
ら
市
役
所
上
下
水
道
課
及

び
各
総
合
支
所
地
域
建
設
課
で
配
布

申
込
・
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課

☎
０
９
７
８
72
５
１
９
７

国
見
総
合
支
所
地
域
建
設
課

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
４

武
蔵
総
合
支
所
地
域
建
設
課

☎
０
９
７
８
68
１
９
７
１

安
岐
総
合
支
所
地
域
建
設
課

☎
０
９
７
８
67
１
１
１
９

 

し
い
た
け
応
援
隊
員
の
募
集

 

あ
な
た
も
「
日
本
一
の
大
分
し
い
た
け
」

 

の
応
援
隊
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

県
内
の
椎
茸
生
産
地
で
短
期
に
作

業
応
援
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

椎
茸
採
り
・
駒
打
ち
な
ど
コ
ツ
を
つ

か
め
ば
誰
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
作

業
で
す
が
、
山
仕
事
で
す
。
心
身
と

も
に
健
康
な
方
を
大
募
集
し
ま
す
。

 

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

 

子
ど
も
た
ち
は

 

家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
求
め
て
い
ま
す

　

里
親
と
は
、
親
の
病
気
や
離
婚
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
、

家
庭
で
生
活
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど

も
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
迎
え
入

れ
、
愛
情
と
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
養

育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

子
ど
も
が
大
好
き
で
、
健
康
的
で
明

る
い
家
庭
で
あ
れ
ば
里
親
に
な
る
の

に
特
別
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
養

育
を
お
願
い
す
る
期
間
は
数
日
間
か

ら
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

児
童
擁
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
児
童
を
、
盆
や
正
月
に
短
期
間

預
か
る
「
ト
ラ
イ
ア
ル
里
親
」
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

催
し

募
集

試
験

お
知
ら
せ

燃
え
な
い
ご
み

　

年
末
は
通
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

　

年
始
（
平
成
20
年
１
月
１
日
㈫
〜

３
日
㈭
）
は
収
集
を
し
ま
せ
ん
。
１

月
１
日
㈫
の
収
集
地
区
は
１
月
４
日

㈮
に
、
１
月
２
日
㈬
・
３
日
㈭
の
収
集

地
区
は
１
月
５
日
㈯
に
収
集
し
ま
す
。

お
願
い
　

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
類

し
、
収
集
日
の
朝
（
午
前
８
時
ま

で
）、
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
集
積
所
）

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
集
積
所
）
に
出
さ

れ
た
ご
み
を
持
ち
出
し
た
り
、
荒
ら

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
を
減
ら
す
努
力
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

一
般
家
庭
ご
み
の
焼
却
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
燃
や
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
を
や
め
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
　

環
境
衛
生
課

☎
０
９
７
８
72
９
０
０
１

 

無
料
相
談
会

日
時
　

12
月
19
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

大
分
市
　

大
分
県
行
政
書
士
会

相
談
内
容
　

遺
言
・
遺
産
相
続
、
成

年
後
見
、
不
動
産
関
連
、
そ
の
他
生

活
に
お
け
る
悩
み
事
な
ど

問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
行
政
書
士
会

事
務
局
　

☎
・
F
A
X 

０
９
７‐

５
３
７‐

７
０
８
９

相
談

福
祉

問
い
合
わ
せ

大
分
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
９
７‐

５
４
４‐

２
０
１
６

　平成19年工業統計調査を12月31日現在で行いま
す。
　調査の実施にあたっては、本年12月から来年１
月にかけて調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容につい
ては、統計法に基づき秘密が厳守されますので、
正確なご記入をお願いします。

経済産業省・大分県・国東市

応
援
ま
で
の
流
れ

①
申
し
込
み
後
、
地
区
説
明
会
を
経

て
、
県
と
大
分
県
椎
茸
農
協
が
実
施

す
る
研
修
を
受
け
る
。

②
椎
茸
農
協
に
隊
員
登
録
す
る
。
　

③
紹
介
を
受
け
て
作
業
応
援
す
る
。

申
込
方
法
　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵

便
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
地

区
説
明
会
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
締
切
　

12
月
28
日
㈮

留
意
事
項
　

研
修
、
登
録
、
紹
介
は

無
料
で
す
。
研
修
修
了
者
の
活
動
に

は
最
低
賃
金
を
保
証
し
ま
す
。（
時

給
６
２
０
円
）。

　

５
年
以
上
の
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

大
分
県
東
部
振
興
局
生
産
流
通
部
　

☎
０
９
７
８
72
１
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
７
８
72
１
２
４
２

 

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

燃
え
る
ご
み

　

年
末
は
通
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

　

年
始
（
平
成
20
年
１
月
１
日
㈫
〜

１
月
３
日
㈭
）
は
収
集
を
し
ま
せ

ん
。

製造事業所の皆様へ

統計調査にご協力ください



新新ガッツだ
おまかせくん!

小学校編

作　ロナウジーニョ太郎 No.21

メ
リ
ー

ク
リ
ス
マ
ス

う
ん
こ
ら

し
ょ

お
し
り
が

つ
か
え
て

入
ら
ん

お
っ
ち
ゃ
ん

何
し
と
る
ん

く
ー

今
度
は

出
ら
れ
ん

…
頭
か
く
し
て

尻
か
く
さ
ず

恥
ず
か

し
い…

今
年
も
子
ど
も

た
ち
に

た
く
さ
ん

プ
レ
ゼ
ン
ト
を

す
る
ぞ

し
か
し

日
本
の
家
は

え
ん
と
つ
が

な
い
し

入
り
口
が

狭
く
て
入
り

に
く
い
の
ー

！！

！！

編
集
後
記

編
集
後
記

表紙の説明表紙の説明

２
０
０
７
年
12
月
号

編
集・国
東
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課

No.21

（
☎
０
９
７
８
72
５
１
６
１・Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
８
72
１
８
２
２
）  

印
刷・佐
伯
印
刷
㈱

国
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.city.kunisaki.oita.jp

◆「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
」ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

が
成
功
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。私
は
、

大
会
期
間
中
、広
報・記
録
用
の
写
真
撮
影

の
た
め
、ア
ス
ト
ホ
ー
ル
で
３
日
間
に
わ
た

り
競
技
を
観
戦
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
テ
レ

ビ
な
ど
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
競
技

で
し
た
が
、独
特
な
雰
囲
気
の
中
で
、鍛
え

上
げ
ら
れ
た
体（
特
に
胸
や
腕
の
筋
肉
は
す

ご
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。）で
自
分
の
体

重
よ
り
も
重
い
重
量
を
あ
げ
る
迫
力
や
、上

位
を
ね
ら
う
た
め
の
重
量
増
加
の
駆
け
引

き
な
ど
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
の

お
も
し
ろ
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。◆
国
東
市

に
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
縁
の
な
か
っ
た
競

技
で
し
た
が
、プ
レ
国
体
と
い
う
初
め
て
全

国
大
会
で
、高
校
生
を
は
じ
め
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
支
え
ら
れ
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国

体
」本
番
ま
で
あ
と
10
ヵ
月
余
り
。国
体
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
支
援・ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
田
川
）

今月の表紙は、11月11日に開催された「とみく
じマラソン大会」2kmの部折り返し地点のよう
す。家族で楽しめる2kmファミリーの部には、
のんびりとマラソンを楽しむ家族連れの皆さん
も大勢参加、晩秋のとみくじを満喫しました。

いにしえの宝を
未来につなぐ

仏の里くにさき

Number 021 12  2007 DECEMBERNumber 021 12  2007 DECEMBER
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国
見
町
の
千
燈
寺
は
六
郷
満
山
の
中
山
本
寺
の
一
つ
で
す
。
指

定
地
は
旧
境
内
地
内
で
不
動
山
の
中
腹
に
伽
藍
が
階
段
状
に

残
っ
て
い
ま
す
。
千
燈
寺
は
仁
聞
菩
薩
の
入
定
の
地
と
い
わ
れ
、

仁
聞
菩
薩
の
伝
承
が
他
の
寺
院
よ
り
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
参

道
よ
り
入
る
と
見
事
な
石
垣
を
積
み
上
げ
た
坊
跡
が
あ
り
、
本

堂
跡
に
は
レ
リ
ー
フ
の
仁
王
像
が
立
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
奥
に

は
、
講
堂
の
跡
や
奥
の
院
、
五
輪
塔
群
が
あ
り
ま
す
。
奥
の
院
の

西
に
は
、
仁
聞
の
墓
と
い
わ
れ
る
国
東
塔
を
は
じ
め
１
０
０
０
基

以
上
を
数
え
る
五
輪
塔
群
が
あ
り
ま
す
。

　

現
千
燈
寺
は
国
見
町
千
灯
の
伊
美
川
上
流
の
段
丘
上
に
あ
り

ま
す
。
明
治
の
頃
、
千
燈
寺
跡
の
西
之
坊
が
移
転
し
、
旧
下
払
坊

と
合
併
し
て
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
見
町 「
千
燈
寺
跡
」
県
指
定
史
跡

今年もまた家族そろって
とみくじマラソン楽しんでまぁーす!!

「第18回仏の里くにさき・とみくじマラソン大会」


